
平成26年4月20日号　第39号

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
温
泉
「
町

湯
」
が
工
法
の
変
更
か
ら

オ
ー
プ
ン
が
10
月
に
ず
れ

込
む
と
の
こ
と
、
残
念
で

す
が
、
安
全
な
工
事
で
素

晴
ら
し
い
施
設
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
屋
造
り
、土
縁
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
中
庭
を
囲
む
よ

う
な
浴
室
や
露
天
風
呂
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

こ
の
温
泉
は
、
第
３
セ

ク
タ
ー
に
経
営
を
委
託
し

て
運
営
さ
れ
る
と
の
こ
と

32

ギ
湯
」

オ
ー

込
む

す
が

ギャラリー
温泉

町　湯

お
客
様
の
な
か
に
は
「
近

場
で
な
い
が
故
の
安
ら

ぎ
」
を
求
め
て
「
町
湯
」

に
来
て
下
さ
る
方
が
き
っ

と
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

プ
ロ
の
感
性
と
経
営
に
よ

り
、
町
民
は
勿
論
、
隣
町

の
方
々
が
何
度
も
行
き
た

く
な
る
、
入
り
た
く
な
る

温
泉
に
育
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

　

計
画
段
階
で
は
疑
問
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
各
定
例
会

の
映
像
を
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い

ま
す
。（
ｐ
12
参
照
）

　

し
か
し
、
実
際
の
議
場

の
空
気
、
緊
張
感
は
、
モ

ニ
タ
ー
画
面
か
ら
は
伝
わ

り
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　

日　

程

６
月
３
日
㈫
か
ら

６
月
10
日
㈫
ま
で

８
日
間
の
予
定
で
す
。

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
庄
内
町
の
ガ
ス
事
業
の

歴
史
は
、
昭
和
35
年
に
旧

余
目
町
で
油
田
が
発
掘
さ

れ
昭
和
39
年
よ
り
町
営
ガ

ス
事
業
と
し
て
始
ま
り
、

現
在
で
は
庄
内
町
全
体
の

約
９
割
に
当
た
る
６
２
０

０
世
帯
が
利
用
し
て
い
る
。

▼
余
目
駅
前
に
は
、
２
基

の
ガ
ス
灯
が
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お

り
、
毎
晩
優
し
い
光
で
照

ら
し
て
く
れ
て
い
る
。Ｌ

Ｅ
Ｄ
や
白
熱
灯
と
違
い
、

何
故
か
懐
か
し
さ
や
、
ぬ

く
も
り
を
感
じ
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

▼
議
会
広
報
の
編
集
後
記

に
、
ガ
ス
灯
と
名
づ
け
た

の
は
、
ほ
っ
と
す
る
よ
う

な
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
ほ

し
い
と
の
思
い
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。

▼
旧
立
川
町
で
は
自
治
体

で
初
め
て
風
車
を
建
設
し

た
町
と
し
て
、
平
成
６
年

に
「
第
一
回
全
国
風
サ

ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
た
。

そ
の
後
開
催
の
機
会
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
が
、
21
年

ぶ
り
に
平
成
27
年
度
開
催

に
む
け
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

▼
町
の
シ
ン
ボ
ル
や
代
名

詞
は
そ
う
簡
単
に
変
わ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
時
代

に
合
わ
せ
て
刷
新
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
今
年

は
「
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
年
で
あ
る
。
新
た
な
地

域
資
源
を
確
認
し
、
発
信

す
る
新
年
度
に
し
た
い
。

　
　

議
長　

富
樫　
　

透

発
行
人

議　
　

長 

富
樫　
　

透

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委　
員　
長 

小
野　

一
晴

副
委
員
長 

石
川　

武
利

委　
　

員 

上
野　

幸
美

委　
　

員 

五
十
嵐
啓
一

委　
　

員 

齋
藤　

秀
紀

委　
　

員 

榎
本　

秀
将
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● 史上最高額192億8,000万円
　 ● 予算の目玉
●ここが聞きたい16人の熱弁
　 ● 町の対応3段階評価
● 夜間議会と改革

―――〈予算〉
――――――――――――――〈特色事業〉

―〈一般質問〉
―〈常任委員会報告〉

―――――〈議会解体親書〉
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No.39
3月議会号
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早
坂　

恵
美
子
さ
ん
（
古
関
）

６
月
定
例
会

「町湯」工事現場にて「町湯」工事現場にて「町湯」工事現場にて

ふ
る  

せ
き
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3
月
定
例
会
は
4
日
か
ら
17
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
予
算

特
別
委
員
会
で
は
3
日
間
の
審
査
を
お
こ
な
い
、
本
会
議
最
終
日
に
お
い
て
一
般
会

計
を
15
対
2
で
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
16
人
の
議
員
が
行
政
全
般
に
質
問

と
政
策
提
言
を
し
ま
し
た
。

合計110億5,000万円

収 入

合計110億5,000万円
※義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費をいう。
※投資的経費：施設など、財産として将来に残るものにかかる経費をいう。

※

自
主
財
源
の
主
た
る
町
税
は
0.3
％
増
の
18
億
円
と
見
込
み
、※

依

存
財
源
の
主
た
る
地
方
交
付
税
は
、
2.2
％
増
の
45
億
８
千
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
た
ば
こ
税
で
は
、
昨
年
４
月
の
税
制
改
正
に
よ
り

14
・
４
％
増
の
１
億
２
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
平
成
23
年
度
に
次
ぐ
２
番
目
の
110
億
円

越
え
と
な
り
、
特
別
会
計
で
は
企
業
会
計
を
含
む
82
億
３
千
600
万

円
の
史
上
最
高
額
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
増
加
要
因
と
し
て
、
消
防
余
目
分
署
建
設
費
約
２
億
６
千
600

万
円
、
立
川
分
署
用
地
購
入
費
約
１
千
600
万
円
、
臨
時
福
祉
給
付
金

約
６
千
300
万
円
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
２
千
500
万
円
、
ま

た
除
雪
機
械
購
入
費
と
し
て
約
５
千
700
万
円
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

※

義
務
的
経
費
の
平
成
25
年
度
対
比
で
、
人
件
費
は
議
員
報
酬
を

含
み
微
減
の
21
億
５
千
600
万
円
。
子
ど
も
手
当
給
付
金
等
の
扶
助

費
で
7.5
％
増
の
10
億
４
千
700
万
円
、
借
入
金
の
返
済
金
で
あ
る
公

債
費
は
2.3
％
減
の
11
億
８
千
900
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

※

投
資
的
経
費
は
34
・
７
％
減
の
９
億
８
千
400
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
支
出
に
見
合
う
財
源
確
保
の
た
め
、い
ざ
と
い
う
時
の

支
出
の
た
め
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら
４
億
６
千
800

万
円
を
繰
り
入
れ
す
る
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

3月
定例会

町　税
17億9,900万円 16.3%
町民税、固定資産税、たばこ税等

その他（自動車取得税交付金・地方特例交付金等）
3,600万円 0.3%

地方譲与税
1億100万円 0.9%

地方消費税交付金
2億1,000万円 1.9%

県支出金
7億9,500万円 7.2%

国庫支出金
8億3,900万円 7.6%

町　債
13億9,900万円 12.7%
銀行や農協からの借入金です。

諸収入
3億1,000万円 2.8%
幼保、小中学校の給食費、健診費用等

繰越金
1億5,000万円 1.4%

財政調整基金など、貯金を下ろして使うこと。

使用料及び手数料
1億4,900万円 1.3%
町営住宅、幼稚園等の使用料

分担金及び負担金
8,000万円 0.7%

その他（財産収入・寄附金）
4,800万円 0.5%

繰入金
5億5,400万円 5.0%

依存財源依存財源
79億6,000万円79億6,000万円

72.0%72.0%

依存財源
79億6,000万円

72.0%

※※

地方交付税
45億8,000万円 41.4%
町の収入で賄いきれない分に
対する国からの補填及び再配分。

人件費
20億9,700万円 19.0%
議員、正職員、各種委員の
給与です。

義務的経費義務的経費
43億9,200万円43億9,200万円

39.8%39.8%

義務的経費
43億9,200万円

39.8%

支 出

公債費
11億8,900万円 10.8%
借入金の元利償還金です。

議員報酬
5,900万円 0.5%

扶助費
10億4,700万円 9.5%
子ども手当給付金、保育園の
委託料等です。

普通建設事業費
9億8,200万円 8.9%物件費

19億4,600万円 17.6%
町施設の電気料、燃料、郵便料、スクールバス、
町営バス経費、電算委託料、パソコン、備品、
パート職員の賃金、消耗品等です。

補助費等
16億4,900万円 15.0%
広域行政組合及び各種補助金・
負担金です。

貸付金
1億1,500万円 1.0%

その他（予備費・積立金・投資及び出資金）
3,900万円 0.3%

繰出金
16億6,700万円 15.1%
国民健康保険、介護保険等の
特別会計への繰り出し金です。

維持補修費
2億5,800万円 2.3%

※※

災害復旧事業費
200万円 0.0%

※自主財源：町が自主的に収入する財源をいう。
※依存財源：国や県から定められた額を収入する財源をいう。

予  算 史上最高額史上最高額 192192億8,000000万円万円史上最高額史上最高額 192192億8,000000万円万円史上最高額史上最高額 192192億8,000000万円万円

※

存上14 越円約た

※

含費債

※

し支万

一般会計 一般会計 110110億5,000000万円　万円　企業会計企業会計を  を  含む特別会特別会計 計 8282億3,600600万円万円一般会計 110億5,000万円　企業会計を  含む特別会計 82億3,600万円 

特
別
会
計
と
今
年
の
目
玉
は
次
の
ペ
ー
ジ

投資的経費投資的経費
9億8,400万円9億8,400万円

8.9%8.9%

※投資的経費
9億8,400万円

8.9%

※

自主財源自主財源
30億9,000万円30億9,000万円

28.0%28.0%

自主財源
30億9,000万円

28.0%

※※

その他の経費その他の経費
56億7,400万円56億7,400万円

51.3%51.3%

その他の経費
56億7,400万円

51.3%

史上最高額 192億8,000万円史上最高額 192億8,000万円
一
般
会
計

西野神楽　凸兵衛・亀さん
でこ かめ
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25
億
１
千
600
万
円

　

会
社
員
・
公
務
員
等
以

外
の
町
民
を
対
象
と
す
る

医
療
保
険
で
す
。

　

会
社
員
や
公
務
員
の
保

険
制
度
と
比
較
す
る
と
、

自
己
負
担
率
が
高
い
う
え

に
保
険
税
（
料
）
が
高
額

で
す
。

　

加
入
者
が
納
付
す
る
保

険
税
額
は
５
億
９
千
700
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
残

り
の
19
億
１
千
900
万
円
は

国
や
県
か
ら
の
交
付
金
で

す
。

２
億
４
千
100
万
円

　

国
内
に
住
む
75
歳
以
上

の
人
全
員
と
65
歳
か
ら
74

歳
ま
で
で
障
が
い
の
あ
る
人

を
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。

財
源
は
公
費
が
５
割
、
残

り
４
割
が
64
歳
以
下
の
現

役
世
代
の
負
担
で
、
１
割

が
加
入
者
の
保
険
料
で
す
。

26
億
３
千
300
万
円

　

高
齢
化
に
よ
り
、
在
宅

介
護
支
援
や
施
設
介
護
の

必
要
性
か
ら
創
設
さ
れ
た

医
療
保
険
で
す
。

　

介
護
施
設
が
充
実
す
る

と
保
険
料
が
上
が
る
と
い

う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
１
人
当
た
り

の
保
険
料
は
月
額
５
千
450

円
で
県
内
の
最
高
額
と
な

っ
て
お
り
、
保
険
料
総
額

は
約
１
千
万
円
増
の
４
億

７
千
900
万
円
で
、
残
り
の

21
億
５
千
400
万
円
は
国
や

県
か
ら
の
交
付
金
で
す
。

１
千
800
万
円

　

上
水
道
を
敷
設
す
る
こ

と
が
困
難
な
地
域
で
地
元

の
水
源
を
活
用
し
た
簡
易

水
道
施
設
を
運
用
す
る
会

計
で
、
水
道
料
と
し
て
890

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

残
り
910
万
円
は
町
か
ら

の
繰
入
、
分
担
金
、
繰
越

で
す
。

　

立
谷
沢
地
域
に
９
カ
所

あ
り
、
水
道
料
は
そ
れ
ぞ

れ
で
違
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
に
上
水
道
会
計
に
統

合
し
、
料
金
も
統
一
さ
れ

ま
す
。

２
億
５
千
700
万
円

　

下
水
道
事
業
と
は
別
に
、

農
村
集
落
で
独
立
し
た
排

水
処
理
を
す
る
事
業
で
す
。

町
内
で
14
施
設
あ
り
、
使

用
料
は
約
６
千
300
万
円
で

残
り
１
億
９
千
400
万
円
は

町
お
よ
び
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
で
す
。

８
億
２
千
300
万
円

　

農
業
集
落
排
水
事
業
以

外
の
家
庭
や
工
場
等
で
発

生
し
た
汚
水
を
下
水
管
に

流
し
、
県
管
理
の
流
域
下

水
処
理
場
で
処
理
す
る
事

業
で
す
。

　

使
用
料
と
し
て
２
億
１

千
万
円
計
上
し
、
残
り
６

億
１
千
300
万
円
は
、
町
か

ら
の
繰
り
入
れ
、
負
担
金
、

町
債
で
す
。

　

５
千
300
万
円

　

風
車
を
稼
働
さ
せ
て
売

電
し
て
い
る
事
業
で
、
今

年
度
は
売
電
額
か
ら
経
費

を
差
し
引
い
た
収
益
は
２

千
600
万
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
収
益
合
計

は
１
億
２
千
万
円
で
あ
り
、

老
朽
化
し
解
体
す
る
際
の

費
用
や
修
理
な
ど
の
た
め

に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

資
本
的
支
出 

１
億
８
千
600
万
円

収
益
的
支
出 

７
億
９
千
400
万
円

　

収
入
と
し
て
、
水
道
料

５
億
５
千
400
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
公
営
企
業
会

計
と
し
て
の
計
算
の
結
果

１
億
７
千
200
万
円
の
赤
字

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
の
制
度
改

正
に
よ
る
会
計
処
理
方
法

が
改
正
さ
れ
た
移
行
措
置

に
よ
る
も
の
で
、
平
成
27

年
度
に
は
平
年
並
み
に
落

ち
着
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

資
本
的
支
出 

１
億
４
千
300
万
円

収
益
的
支
出 

５
億
７
千
200
万
円

　

収
入
と
し
て
、
ガ
ス
料

金
５
億
３
千
100
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
公
営
企
業

会
計
と
し
て
の
計
算
の
結

果
２
千
700
万
円
の
赤
字
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
当
初
計
画
の

数
字
で
あ
り
、
経
営
努
力

に
よ
る
黒
字
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計
総額 総額 総額 

　

一
般
会
計
と
は
別
に
独
立
し
た
会
計
で
、
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
・
介
護
保
険
は
、
国
の
制
度

の
も
と
に
運
営
し
て
お
り
、
町
の
裁
量
は
わ
ず
か
で
す
。

広
域
行
政
の
下
水
道
事
業
を
除
く
、
簡
易
水
道
事
業

以
下
６
会
計
は
、
町
単
独
の
事
業
で
あ
り
町
の
裁
量

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
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予算の
目玉

消
防
署
余
目
分
署
新
築
工
事

２
億
５
千
300
万
円

新築移転へ新築移転へ
消
防
・
救
急
機
能
を
強
化

消
防
・
救
急
機
能
を
強
化

消
防
・
救
急
機
能
を
強
化

　

消
防
署
余
目
分
署
の
建

設
費
を
全
額
町
が
負
担
し
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
ま

す
。

　

建
設
用
地
は
、
す
で
に

　余目分署長　秋庭光康（前列左）
　幹線道路沿いの立地で消火・救急出動の機動力
が飛躍的に向上します。また、ヘリポートの設置
で緊急を要する患者をドクターヘリで搬送もでき
ます。広い敷地は特殊な資機材を使っての各種訓
練や、消防団の操法訓練の指導など署員・団員の
技能向上に役立ちます。今年度整備していただく
新分署の機能を十分に生かし、地域住民の安全・
安心のために消防業務を遂行していきたいと思い
ます。

　新築移転により余目分署の機能が向上することを心強く感じております。
　これまで操法訓練の指導は、署員から各地域に出向いて頂いていました。新分署は広い
敷地があって、その場で指導を受けられます。これにより署員の負担を軽減するとともに、
余目分署の機動力を損なうことなく団員の技能を高めることができると、消防団一同大変
喜んでいます。

余目分署、余目分署、余目分署、

余目新分署　完成予想図余目新分署　完成予想図余目新分署　完成予想図
余目余目余目

武田武田武田

滑石滑石滑石
パチンコ
共栄余目店
パチンコ
共栄余目店
パチンコ
共栄余目店

チャンピオンチャンピオンチャンピオン

●●

●●

●●

●●

●●

JAJAJA
サービズセンターサービズセンターサービズセンター

ドコモショップ
余目店
ドコモショップ
余目店
ドコモショップ
余目店

が
で
ま
練
技
新
安
ま

　新築移転
　これまで
敷地があっ
余目分署の
喜んでいま

平
成
25
年
度
に
７
千
600
万

円
で
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
予
算
で

立
川
分
署
の
建
設
用
地
を

１
千
600
万
円
で
購
入
し
、

平
成
27
年
度
に
建
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

消
防
無
線

　
　
　

デ
ジ
タ
ル
化

１
億
１
千
600
万
円

　

酒
田
地
区
広
域
行
政
組

合
管
内
の
消
防
無
線
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
事
業
で
す
。

消
防
ポ
ン
プ
車
更
新

　

４
千
200
万
円

　

余
目
分
署
に
配
備
し
て

い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
更
新
事
業
で
す
。

味のひまわり味のひまわり味のひまわり

消防団長　鶴巻善範
よしのり

みつやす



予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

　新年度の予算が、町民の幸せのため
に有効に使われるのか審査をおこない
ます。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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委 員 長　齋　藤　健　一
副委員長　石　川　惠美子

　平成26年度一般会計予算と、9件の
特別会計予算を3月12・13・14日の
3日間の日程で審査し、原案どおり可決
しました。

予算特別委員会とは

　

右
肩
下
が
り
に

借
金
を
減
ら
せ
と

言
わ
れ
て
も
、
今
や
ら
な

け
れ
ば
で
き
な
い
事
も
あ

る
。

　

合
併
10
年
を
迎

え
厳
し
く
な
る
今

町
長
報
酬
、
退
職
手
当
に

つ
い
て
も
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
に
諮
問
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

し
っ
か
り
検
証

し
、
責
任
の
取
れ

る
か
た
ち
で
対
応
し
て
い

く
。

　

町
の
借
金
総
額

は
、
平
成
26
年
度

末
で
147
億
円
と
過
去
最
高

問町
　長

町
　長

借
金
を
減
ら
せ

　

子
や
孫
に
町
の

借
金
は
残
す
べ
き

で
は
な
い
。
平
成
26
年
度

末
起
債
残
高
見
込
額
約
147

億
円
は
、
右
肩
下
が
り
に

減
ら
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

問

額
に
な
る
見
込
み
だ
が
、

町
の
将
来
は
大
丈
夫
か
。

　

町
の
借
金
は
、

後
に
交
付
税
措
置

さ
れ
る※

臨
時
財
政
対
策

債
や
、
交
付
税
措
置
率
70

％
の※

過
疎
債
な
ど
有
利

な
借
金
が
全
体
の
65
％
以

上
を
占
め
て
お
り
、
借
金

の
中
身
が
重
要
で
あ
る
。

　

町
の
財
政
状
況

を
お
し
は
か
る
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

平
成
28
年
度
の
普
通
建
設

事
業
費
が
高
額
に
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
建
設
を

見
込
ん
で
い
る
。

町
　長

出資金・負担金

清
野　
　

等 

委
員

町
の
将
来
に
不
安

問 小
林　

清
悟 

委
員

町
長
の
報
酬
と

退
職
手
当
も
見
直
せ

町
　長問 28

年
度
の
建
設
費

　
　

  

高
額
は
な
ぜ

　

平
成
26
年
度
末

の
町
債
残
高
は
147

億
3
千
700
万
円
で
、
平
成

25
年
度
よ
り
、
3
億
7
千

400
万
円
増
え
る
見
込
み
で

あ
る
。
今
後
交
付
税
が
減

額
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大

問 日
下
部
勇
一 

委
員

増
加
す
る
町
債
残
高
で

　
　
　
　
　

大
丈
夫
か

増えつづける借金返済比率

型
事
業
の
見
直
し
等
で
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
債
は
増
え
て

は
い
る
が
、
基
金

残
高
を
見
れ
ば
45
億
720
万

円
で
県
内
２
位
で
あ
り
、

一
時
的
に
町
債
が
増
え
る

こ
と
は
問
題
は
な
い
。

町
　長

この子たちの未来のために

信念を持って採決に臨む信念を持って採決に臨む信念を持って採決に臨む

※臨時財政対策債とは：地方一般財源の不足を補うために特例として発行される地方債。
※過疎債とは：過疎地域自立促進特別措置法に基づいて発行される地方債。

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

22.0

20.0

18.0

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0
(%)

し　

も
ん

公債費負担比率



◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

予
算
総
額
192
億
8600
万
円
を
さ
ぐ
る

予
算
総
額
192
億
8600
万
円
を
さ
ぐ
る

予
算
総
額
192
億
8600
万
円
を
さ
ぐ
る

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
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図
書
館
資
料
の

購
入
費
と
し
て
536

万
５
千
円
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
購
入
数
は
ど
れ
く

ら
い
か
。
ま
た
収
納
庫
の

冊
数
と
除
耤
数
は
何
冊
く

ら
い
あ
る
の
か
。

　

町
民
の
ニ
ー
ズ

も
取
り
入
れ
年
間

３
千
冊
購
入
し
て
い
る
。

本
棚
に
出
て
な
い
本
は
12

万
冊
く
ら
い
あ
り
、
除
耤

数
は
２
千
600
冊
く
ら
い
あ
る
。

　

現
在
の
条
例
定

数
は
、
合
併
時
旧

両
町
合
計
数
で
あ
る
。
そ

の
後
10
年
経
過
し
て
い
る

が
、
実
団
員
数
と
の
乖
離

は
、
県
内
市
町
村
で
二
番

目
に
大
き
い
。
消
防
等
保

障
の
積
算
根
拠
は
、
条
例

定
数
で
あ
り
、
費
用
負
担

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

集
落
の
実
現
可
能
必
要
団

員
数
を
調
査
し
、
団
員
確

保
が
難
し
い
場
合
は
、
Ｏ

Ｂ
消
防
団
の
協
力
体
制
等

も
含
め
、
条
例
定
数
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

団
員
募
集
や
退

団
年
齢
の
引
き
上

げ
等
を
検
討
し
、
団
員
確

保
を
図
り
、
実
態
に
そ
く

し
た
条
例
定
数
、
団
員
体

制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　

在
宅
で
百
歳
を

迎
え
る
方
の
長
寿

祝
金
を
、
30
万
円
か
ら
10

万
円
に
減
額
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
が
、
こ
の
制
度

は
高
齢
者
や
自
宅
で
介
護

に
携
わ
っ
て
い
る
家
族
に

と
っ
て
、
元
気
で
頑
張
る

目
標
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
施
設
に
入

居
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、

介
護
保
険
制
度
に
貢
献
し

て
い
る
皆
さ
ん
で
あ
る
。

さ
さ
や
か
な
夢
を
摘
み
取

る
こ
と
は
す
べ
き
で
な
い
。

　

県
内
、
他
町
村

の
支
給
実
態
や
財

政
的
に
勘
案
し
、
今
後
と

も
継
続
で
き
る
制
度
に
し

て
い
く
た
め
で
あ
る
。

町
　長

上
野　

幸
美 

委
員

　

市
街
地
や
山
地

の
排
水
は
、
土
地

改
良
区
が
管
理
す
る
排
水

路
を
通
っ
て
最
上
川
や
京

田
川
に
注
い
で
い
る
。
町

の
負
担
金
は
、
平
成
14
年

か
ら
同
額
の
395
万
円
で
あ

る
が
、
最
上
川
土
地
改
良

区
年
間
維
持
管
理
費
の
負

問 佐
藤　
　

彰 

委
員

問 石
川
惠
美
子 

委
員

消
防
団
員

条
例
定
数
改
正
せ
よ

図
書
館
の

収
納
施
設
は
万
全
か

五
十
嵐
啓
一 

委
員

人
生
の
祝
福

長
寿
祝
金
下
げ
る
な

問

町
　長

家族に支えられ百歳を迎えられました

担
率
30
％
で
み
る
と
789
万

円
の
試
算
と
な
る
。
余
り

に
も
安
す
ぎ
る
の
で
改
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

負
担
率
の
算
定

に
山
地
面
積
も
含

ま
れ
て
い
る
の
は
、
検
討

の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

今
後
話
し
合
い
を
し
て
い

き
た
い
。

　

基
盤
整
備
や
国
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
な
ど
に
は

自
治
体
負
担
が
伴
う
。
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

排
水
負
担
金

　
　
　

改
め
る
べ
き

町
　長

町
　長

　

本
町
出
身
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
で
縁
の
で
き
た
人

が
、
地
域
に
寄
付
す
る
こ

と
で
応
援
す
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
ど
う
内
外
に

Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
。

問

　

平
成
25
年
度
は
、

申
込
み
件
数
一
千

582
件
、
金
額
に
し
て
、
一

千
862
万
３
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
各
町
村
と
も
ア
イ

デ
ア
を
こ
ら
し
て
い
る
が
、

本
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
仕
組
み
、
特
典
、
寄

附
金
の
活
用
方
法
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。
今
後
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
商

品
の
種
類
増
加
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
持
た
せ
て
い
く
。

町
　長

　

平
成
25
年
12
月

議
会
で
、
ま
ち
な

か
温
泉
の
指
定
管
理
者
に

決
定
し
た
㈱
イ
グ
ゼ
あ
ま

る
め
か
ら
、
１
月
15
日
付

け
で
900
万
円
の
追
加
出
資

要
望
書
が
出
さ
れ
た
。

　

新
規
事
業
の
円
滑
な
準

備
等
が
主
な
理
由
の
よ
う

だ
が
、
経
営
実
態
の
根
幹

に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

12
月
議
案
審
議
時
に
説
明

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

か
。

　

町
に
も
、
同
じ

日
付
で
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。

　

内
容
を
精
査
し
た
結
果

今
回
の
追
加
出
資
は
必
要

と
判
断
し
、
900
万
円
の
当

初
予
算
を
計
上
し
た
。

問町
　長

　

こ
れ
ま
で
㈱
イ

グ
ゼ
あ
ま
る
め
の

温
水
プ
ー
ル
に
毎
年
補
助

金
500
万
円
を
出
し
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
900
万
円
の
追

加
出
資
は
、
新
事
業
に
取

り
組
む
た
め
の
元
資
が
必

要
な
こ
と
は
一
定
理
解
す

る
が
、
事
業
展
開
が
町
頼

み
に
見
え
て
し
ま
う
。

　

経
営
責
任
の
所
在
が
あ

い
ま
い
な
、
古
き
悪
し
き

時
代
の
第
3
セ
ク
タ
ー
に

な
ら
な
い
よ
う
、
出
資
者

と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

㈱
イ
グ
ゼ
あ
ま

る
め
の
運
営
に
関

し
て
は
、
前
年
度
の
検
証

を
踏
ま
え
事
業
計
画
を
立

て
て
い
る
。
健
全
経
営
に

な
る
よ
う
に
策
を
練
っ
て

前
に
進
み
た
い
。

問町
　長

　

県
営
か
ん
が
い

排
水
事
業
、
土
地

改
良
区
施
設
利
用
負
担
金

の
山
地
排
水
に
関
し
て
は

両
者
の
考
え
に
隔
た
り
が

あ
る
が
ど
う
か
。

　

十
分
な
話
し
合

い
を
進
め
、
解
決

し
て
い
き
た
い
。

まちづくりにチャレンジ

吉
宮　
　

茂 
委
員

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を

ど
う
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か

石
川　
　

保 

委
員

追
加
出
資
は

　

  

適
切
な
の
か
？

小
野　

一
晴 

委
員

経
営
責
任

「
町
頼
み
」に
す
る
な

問 村
上　

順
一 

委
員

山
地
排
水
の

　
　

 

考
え
を
質
せ

町
　長

つや姫人気で寄附金急増
山地排水は誰の責任？

た
だ

か
い　

り
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予
算
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192
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8600
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円
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予
算
総
額
192
億
8600
万
円
を
さ
ぐ
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予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
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か
つ
て
79
ク
ラ

ブ
あ
っ
た
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
が
、
現
在
37
ク

ラ
ブ
に
減
少
し
て
い
る
。

　

今
後
、
こ
れ
以
上
減
少

し
な
い
た
め
の
対
策
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

任
意
団
体
で
あ

り
、
自
主
性
を
尊

重
し
な
が
ら
、
良
い
対
応

を
考
え
た
い
。

　

ス
ポ
少
指
導
者
、

中
学
校
部
活
動
指

導
者
の
、
体
罰
に
対
す
る

罰
則
規
定
を
設
け
る
こ
と

に
つ
い
て
、
町
当
局
の
考

え
は
ど
う
か
。

問

　

指
導
者
と
生
徒

と
の
関
係
充
実
に

む
し
ろ
力
を
入
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
罰
則
規
定
に
つ

い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

町
　長問

町
　長

石
川　

武
利 

委
員

老
人
ク
ラ
ブ
減
少
に

　

  

歯
止
策
を
せ
よ

　

平
成
25
年
度
9

月
定
例
会
で
「
風

車
市
場
の
改
修
事
業
を
予

算
化
し
た
い
と
当
局
か
ら

問 齋
藤　

秀
紀 

委
員

議
論
の
場
を

　
　

軽
視
す
る
な

　

清
川
、
狩
川
地

区
の
振
興
の
た
め

に
「
風
車
市
場
」
を
道
の

駅
に
登
録
す
る
こ
と
を
優

先
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

立
川
地
域
審
議
会
の
意
見

で
は
、※

「
清
川
歴
史
公

園
構
想
」
の
基
本
構
想
の

推
進
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　

町
長
は
、
「
清
川
歴
史

公
園
構
想
」
と
「
道
の

駅
」
の
両
方
と
も
や
る
つ

も
り
な
の
か
。※

「
文
化

創
造
タ
ウ
ン
構
想
」
の
よ

う
に
い
つ
ま
で
も
あ
い
ま

い
に
し
な
い
で
、
政
治
的

決
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　

新
し
い
総
合
計

画
の
な
か
で
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。

た
料
理
が
出
さ
れ
た
。
地

元
食
材
を
活
用
し
全
国
に

発
信
す
る
と
し
た
本
来
の

目
的
に
反
す
る
。
地
元
の

肉
を
活
用
す
べ
き
で
は
な

い
か
。　

メ
ニ
ュ
ー
は
ま

だ
決
定
し
て
い
な

い
。
地
元
の
生
産
者
と
話

し
合
い
を
し
な
が
ら
決
め

た
い
。

　

小
出
沼
周
辺
で

の
太
陽
光
発
電
事

業
公
募
で
、
事
業
者
が
決

定
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

　

当
初
打
診
の
あ

っ
た
会
社
の
応
募

内
容
が
、
自
社
で
事
業
展

開
す
る
の
で
は
な
く
、
発

電
設
備
を
分
譲
す
る
計
画

で
あ
っ
た
た
め
、
成
立
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

町
　長

　

米
コ
ン
テ
ス
ト

は
固
定
し
た
品
種

が
常
に
上
位
入
選
を
占
め

て
お
り
、
町
の
利
益
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
。
町
益

に
つ
な
が
る
あ
り
方
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

問 榎
本　

秀
将 

委
員

ど
っ
ち
も
や
る
の
か

　
　
　
　

  

決
断
せ
よ

石
川
惠
美
子 

委
員

太
陽
光
発
電

　

不
設
置
は
な
ぜ
か

問

町
　長

「清川歴史公園構想」で示されたイメージ図

これぞ銀シャリ　日本一米コンテスト

　

米
コ
ン
テ
ス
ト

の
事
業
と
し
て
開

催
し
て
お
り
、
コ
ン
テ
ス

ト
の
あ
り
方
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
協
議
し
た
い
。

　

新
産
業
創
造
館

の
レ
ス
ト
ラ
ン
開

店
試
食
会
で
は
、
羽
黒
の

山
伏
ポ
ー
ク
を
食
材
と
し

米
コ
ン
テ
ス
ト

町
の
利
益
に
結
び
つ
か
な
い

町
　長

罰
則
規
定
設
置
せ
よ

押　

の
り
子 

委
員

　

中
学
三
年
生
ま

で
の
医
療
費
完
全

無
料
化
は
、
県
内
35
自
治

体
中
25
自
治
体
が
実
施
予

定
で
あ
る
。
町
が
仮
に
実

問

施
し
て
も
約
200
万
円
で
で

き
る
。
早
期
に
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

政
策
的
判
断
が

必
要
の
た
め
、
今

後
検
討
し
た
い
。

町
　長

道の駅にするのか　風車市場

工
藤　

範
子 
委
員

医
療
費

　
　

無
料
化
せ
よ

目指せギネス　余目中学校陸上競技会

回
答
が
あ
っ
た
」
今
回
の

予
算
を
見
る
と
何
も
な
い
。

言
葉
の
解
釈
の
違
い
を
あ

げ
、
ま
た
、
国
土
交
通
省

の※

「
道
の
駅
」
の
条
件
が

10
月
に
ハ
ー
ド
ル
が
上
が

っ
た
こ
と
を
言
い
訳
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
9
月
に

出
来
る
判
断
を
し
、
10
月

に
は
出
来
な
い
判
断
を
し

て
い
る
が
、
非
常
に
残
念

で
な
ら
な
い
。
今
後
の
方

針
は
ど
う
か
。

　

「
道
の
駅
」
を

諦
め
た
訳
で
は
な

い
。
ス
テ
ッ
プ
１
と
し
て

鳥
瞰
図
を
作
成
し
て
、
ス

テ
ッ
プ
２
の
段
階
に
進
ん

で
い
る
と
判
断
し
て
ほ
し

い
。 町

　長

問 レ
ス
ト
ラ
ン

庄
内
町
産
を
発
信
せ
よ

町
　長

※道の駅とは：国土交通省により登録された、休憩施設と地域振興施設が一体と
　　　　　　 なった道路施設。

※清川歴史公園構想とは：清川地区をエリアとする歴史公園整備計画。
※文化創造タウン構想とは：「響ホール」周辺を芸術文化活動の中核とする計画。

推公駅も創うい
に

決
断

で
は

し
合
い
を
し
な
が
ら
決
め

た
い
。

のし

あ
き
ら

ち
ょ
う
か
ん
ず



な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

機
会
で
あ
る
。
狩
川
地
区

の
表
玄
関
で
あ
る
狩
川
駅

の
屋
根
、
駅
看
板
の
腐
食

が
進
ん
で
い
る
。
改
修
に

向
け
て
Ｊ
Ｒ
と
早
急
に
協

議
を
お
こ
な
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

改
修
に
向
け
て

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
お

こ
な
っ
て
い
く
。
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り
、
課
税
限
度
額
が
、
後

期
高
齢
者
支
援
分
で
16
万

円
、
介
護
納
付
分
で
14
万

円
と
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
増

額
で
合
計
81
万
円
と
な
る
。

町
民
の
負
担
増
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。　

　

国
の
制
度
改
正

で
あ
り
、
や
む
を

え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

施
政
方
針
に
あ

る
「
税
の
徴
収
対

策
」
の
記
述
は
、
上
か
ら

目
線
で
あ
り
、
主
権
者
、

納
税
者
は
町
民
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
た
表
現
で
あ
る
。

「
収
納
率
向
上
対
策
」
と

表
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

前
年
同
様
の
表

現
だ
が
今
後
、
検

討
し
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険

料
は
法
改
正
に
よ

　

平
成
26
年
６
月

か
ら
の
、
Ｊ
Ｒ
と

県
の
連
携
で
お
こ
な
う

「
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

狩
川
城
址
公
園
、
風
車
村

問

問問 日
下
部
勇
一 

委
員

記
述
を
改
め
よ

工
藤　

範
子 

委
員

課
税
限
度
額
増
を

  

ど
う
考
え
る
の
か

高額な国保税、どんなに働いても追いつかない

村
上　

順
一 
委
員

狩
川
駅
の

　
　

改
修
を
急
げ

町
　長

町
　長

町
　長　予算審議および一般質問

の細部にわたる情報は、庄

内町議会ホームページで見

ることが出来ます。バナー

をクリックしてご覧下さい。

ホームページアドレス

ここをクリックここをクリックここをクリック

じ
ょ
う
し

「おもてなし」の駅舎にしたい

予算編成方針と

こんにちは庄内町議会です13

町
長 討論　　　　　　　討論　　　　　　　討論

　
「
総
合
計
画
」
後
期
５

年
間
の
４
年
目
の
年
と
な

り
「
合
併
効
果
を
確
認
す

る
年
」
と
し
て
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
へ
向
か
う
た
め
の

踊
り
場
と
捉
え
て
い
る
。

大
型
施
設
の
完
成
や
余
目

酒
田
道
路
の
一
部
供
用
な

ど
合
併
10
年
経
過
後
の
町

づ
く
り
に
向
け
た
「
町
民

満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調

査
や
「
第
２
次
総
合
計
画
」

策
定
に
向
け
た
情
報
収
集

を
お
こ
な
い
、
将
来
ど
の

よ
う
な
姿
に
な
る
の
か
を

明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

町
の
活
性
化
に
大
き
く
関

連
が
あ
る
人
口
の
増
加
と

情
報
の
発
信
の
強
化
を
図

り
各
種
事
業
を
展
開
し
て

き
た
。
人
口
は
町
の
活
性

化
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
人
口
の
増
加
に
向

け
て
町
の
魅
力
づ
く
り
と

と
も
に
、
結
婚
推
進
・
子

育
て
強
化
・
定
住
促

進
・
産
業
振
興
・

雇
用
の
確
保
・

健
康
推
進
と
い
っ
た
各
種

施
策
の
具
体
的
取
り
組
み

強
化
を
徹
底
し
て
い
き
た

い
。
合
併
に
よ
る
優
遇
期

間
も
平
成
27
年
度
ま
で
と

な
り
、
そ
の
後
に
備
え
、

優
先
順
位
な
ど
も
明
確
に

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
も
多
く
の
環
境
の

変
化
が
予
側
さ
れ
る
が

「
日
本
一
住
み
や
す
く
住

み
続
け
た
い
町
」
へ
の
挑

戦
、
実
現
か
ら
発
展
へ
と

町
民
の
参
画
と
協
働
を
基

本
に
、
常
に
先
を
見
据
え

た
「
自
立
で
き
る
町
」「
継

続
で
き
る
町
」
へ
の
挑

戦
を
続
け
て
い
き
た

い
。

　
　

共
産
党
議
員
団

は
、
26
年
度
一
般
会

計
予
算
に
以
下
の
理
由

で
反
対
で
あ
る
。

①
消
費
増
税
分
が
公
共
料

金
に
も
増
税
さ
れ
て
い
る
。

②
今
年
度
末
町
債
（
借
金
）

見
込
額
は
147
億
３
千
700
万

円
は
、
昨
年
度
比
で
３
億

７
千
400
万
円
増
に
な
る
。

③
子
ど
も
の
医
療
費
は
、

26
年
度
現
在
で
25
市
町
村

で
完
全
無
料
化
に
な
る
が
、

本
町
は
な
っ
て
い
な
い
。

④
学
校
給
食
費
が
わ
ず
か

な
が
ら
値
上
げ
に
な
る
。

⑤
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

運
営
協
議
会
の
議
論
を
踏

ま
え
統
合
す
べ
き
で
あ
る
。

⑥
公
民
館
事
業
費
の
均
等

割
は
、
10
万
円
と
20
万
円

で
、
均
等
で
は
な
い
。

⑦
旧
清
川
小
学
校
の
プ
ー

ル
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
。

⑧
青
少
年
海
外
研
修
費
の

500
万
円
、
イ
グ
ゼ
あ
ま
る

め
へ
の
出
資
金
900
万
円
、

温
水
プ
ー
ル
ア
ク
ア
に
対

す
る
経
営
支
援
に
500
万
円

の
支
出
は
反
対
で
あ
る
。

⑨
税
の
徴
収
対
策
は
、
上

か
ら
目
線
で
、
納
税
者
が

町
民
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
い
る
。

⑩
大
型
事
業
の
運
営
は
、

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

町
長
は
、
反
省
す
べ
き
を

反
省
し
、
町
民
や
職
員
の

声
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、

適
材
適
所
で
能
力
を
発
揮

さ
せ
る
職
場
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
を
申
し
上
げ
反

対
討
論
と
す
る
。

　

齋
藤　

健
一

　

石
川
惠
美
子

　

齋
藤　

秀
紀

　

村
上　

順
一

　

小
野　

一
晴

　

石
川　
　

保

　

榎
本　

秀
将

　

五
十
嵐
啓
一

　

佐
藤　
　

彰

　

清
野　
　

等

　

小
林　

清
悟

　

上
野　

幸
美

　

石
川　

武
利

　

押　

の
り
子

　

吉
宮　
　

茂

　

日
下
部
勇
一

　

工
藤　

範
子
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議案

請  

願 過労死防止基本法の制定を求める意見書

請
願
者　
　
　

ス
ト
ッ
プ
！
過
労
死
道
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

大
川　

里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

①　

過
労
死
は
あ
っ
て
な
ら
な
い
こ
と
を
、
国
が
宣
言
す

　

る
こ
と

②　

過
労
死
を
な
く
す
た
め
の
、
国
・
自
治
体
・
事
業
主

　

の
責
務
を
明
確
に
す
る
こ
と

③　

国
は
、
過
労
死
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
う
と
と

　

も
に
、
総
合
的
な
対
策
を
行
う
こ
と

提
出
先　
　
　
　

衆
議
院
議
長　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

参
議
院
議
長　
　
　

厚
生
労
働
大
臣

1415 14

こ
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た

こ
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た

こ
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た

工
法
変
更

工
法
変
更

工
法
変
更

2ヵ月遅れる2ヵ月遅れる2ヵ月遅れる
庄
内
町
温
泉
施
設
建
設
工
事
請
負
契
約
一
部
変
更

議
会
で
の
質
疑

　

温
泉
施
設（
町
湯
）が
隣

接
す
る
民
家
の
土
砂
が
流
出

し
、
現
状
の
ま
ま
工
事
を
進

め
る
と
民
家
に
悪
影
響
を
あ

た
え
る
こ
と
か
ら
平
成
26
年

６
月
30
日
か
ら
８
月
29
日
に

工
期
延
長
の
申
請
が
出
さ
れ

た
も
の
で
す
。

土
砂
流
出
原
因

　
　
（
建
設
会
社
の
説
明
）

　

隣
接
民
家
と
の
距
離
は

約
１
ｍ
、
軽
量
鋼
矢
板
を

三
重
に
重
ね
た
山
留
工
を

お
こ
な
い
掘
削
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
12
月
に
土
砂
流

出
な
ど
の
影
響
が
表
れ
た
。

　

11
月
の
長
雨
に
よ
る
地

盤
の
軟
弱
化
が
影
響
し
た

と
推
測
さ
れ
る
。

工
期
延
長
の
理
由

○
新
た
な
山
留
工
法
に
必

要
な
特
殊
な
施
工
機
材

（
サ
イ
レ
ン
ト
パ
イ
ラ
ー
）

と
熟
練
操
縦
者
を
、
工
期

に
ま
に
あ
う
よ
う
に
確
保

で
き
な
い
。

○
専
門
職
人
不
足
に
よ
り

見
直
し
た
新
た
な
工
程
通

り
に
専
門
職
人
を
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　

自
然
災
害
に
準
ず
る

と
い
う
が
、
25
年
の
11
月

の
降
水
量
を
他
の
年
と
比

較
し
て
も
例
外
的
に
多
く

は
な
い
が
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
雨
の
降

り
方
が
あ
り
、
や
む
を
え

な
い
と
判
断
し
た
。

問答

　

今
回
の
よ
う
な
場
合
、

損
失
が
出
た
と
き
の
賠
償

責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
。

　

原
因
に
も
よ
る
が
、

基
本
的
に
は
受
注
者
（
業

者
）
が
負
担
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

今
回
の
工
法
や
施
工

が
適
切
だ
っ
た
の
か
疑
問

が
残
る
。
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

工
法
・
土
止
め
・
工

期
の
延
長
と
そ
の
期
間
に

つ
い
て
検
証
し
適
切
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

　

説
明
さ
れ
た
延
長
理

由
は
、
業
者
の
責
任
で
あ

り
、
理
由
に
な
ら
な
い
。

　

全
国
的
に
人
手
不
足

で
あ
り
、
仕
方
が
な
い
と

判
断
し
た
。

　

工
期
が
遅
れ
る
と
い

う
こ
と
は
大
変
重
い
こ
と

だ
。
安
易
に
認
め
る
こ
と

で
、
後
の
公
共
事
業
に
お

い
て
モ
ラ
ル
低
下
を
招
く
。

　

今
回
は
受
注
者
（
業

者
）
の
モ
ラ
ル
で
は
な
く
、

長
雨
に
よ
る
仕
方
が
な
い

事
情
で
あ
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

問問問 答答答問答

全員賛成で採択

　
「
過
労
死
」
が
社
会
問

題
と
な
り
、
労
災
で
あ
る

と
認
定
さ
れ
る
数
は
増
え

続
け
て
い
る
。

　

過
労
死
撲
滅
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、

過
労
死
は
「
過
労
自
殺
」

も
含
め
て
広
が
る
一
方
で

あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
前
記

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
後
期

の
内
容
の
法
律
（
過
労
死

防
止
基
本
法
）
を
一
日
も

早
く
制
定
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　

隣
接
民
家
の

　

土
砂
流
出

隣
接
民
家
の

　

土
砂
流
出

隣
接
民
家
の

　

土
砂
流
出

隣
接
民
家
の

　

土
砂
流
出

事故多発、信号機を切望
　

家
根
合
集
落
南
側
交
差
点
で
は
、
車
両
同
士

の
衝
突
事
故
が
多
発
し
、
幹
線
道
路
開
通
か
ら

約
４
年
間
で
27
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、
昨

年
12
月
７
日
未
明
に
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
赤
色
回
転
灯
や
一

時
停
止
看
板
を
設
置
し
た
が
、
事
故
防
止
に
最

大
の
効
果
、
即
効
性
が
あ
る
対
策
は
信
号
機
設

置
で
あ
り
、
早
期
設
置
を
強
く
要
望
す
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

提
出
先　
　

山
形
県
公
安
委
員
会　

委
員
長

交
差
点
へ
の
信
号
機

　

新
設
に
対
す
る
要
望
書

隣接民家の土砂流出跡隣接民家の土砂流出跡隣接民家の土砂流出跡

疑問は残るが、工事の安全を優先疑問は残るが、工事の安全を優先疑問は残るが、工事の安全を優先

過労死道の会　勉強会過労死道の会　勉強会過労死道の会　勉強会

要望書

事故多発、家根合集落交差点事故多発、家根合集落交差点事故多発、家根合集落交差点

く
っ
さ
く

み
ち

オ
ー
プ
ン
は
10
月
予
定

↑

や
ま  

ど
め



協
働
と

　

参
画
総
合
計
画
策
定
に
生
か
せ

今後の見通しを示せ

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い
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分
な
説
明
と
理
解
を
得
ら

れ
て
い
る
の
か
。

　

余
目
保
育
園
は

平
成
２
年
に
開
所

し
、
３
回
の
増
改
築
を
お

こ
な
っ
た
。
こ
れ
以
上
広

げ
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

く
、
根
本
的
に
見
直
す
時

期
に
来
て
い
る
。

　

財
政
面
や
柔
軟
性
、
ス

ピ
ー
ド
感
、
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
な
ど
総
合
的
に
判
断

す
れ
ば
、
民
間
活
用
を
前

提
に
、
課
題
を
抽
出
し
な

が
ら
、
平
成
26
年
度
に
調

査
・
検
討
し
て
い
く
。

　

利
用
者
、
住
民
へ
の
説

明
は
当
然
で
あ
る
。
方
向

性
を
し
っ
か
り
出
し
て
、

限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で

整
理
し
て
い
き
た
い
。

め
に
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
余

目
保
育
園
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
、

民
間
に
移
行
す
る
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

財
政
的
に
は
民
設
民
営

化
に
移
行
す
る
こ
と
で
施

設
の
建
設
、
管
理
運
営
、

人
件
費
等
に
対
し
て
も
国

の
有
利
な
補
助
金
が
活
用

で
き
る
。

　

一
方
、
住
民
や
利
用
者
、

保
育
現
場
の
職
員
へ
の
十

　

余
目
保
育
園
は

老
朽
化
や
嘱
託
保

育
士
の
確
保
が
困
難
で
あ

り
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
こ
と
へ
の
課
題

が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
検
討
す
る
た

余目
保育園

老朽化に
　　　早めの対処せよ

町長 26年度調査・検討する

町
長

問

　

町
営
放
牧
場
へ

つ
な
が
る
道
路
の

復
旧
工
事
は
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
鶴
岡
市
と
協
議

し
、
復
旧
計
画
に
沿
っ
て

工
事
を
お
こ
な
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
雪
の
影
響

も
あ
り
完
成
は
平
成
26
年

秋
の
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
の
運
営
は
、
平
成

26
年
度
は
緊
急
避
難
的
な

対
応
と
し
て
月
山
牧
場
に

預
託
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

　

平
成
27
年
度
以
降
の
放

牧
事
業
に
つ
い
て
は
、
放

牧
場
の
維
持
管
理
の
状
況

や
今
後
の
放
牧
頭
数
の
確

保
な
ど
、
預
託
畜
主
や
関

係
機
関
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
費
用
対
効
果
を
含

め
、
26
年
度
中
に
確
認
作

業
を
お
こ
な
い
た
い
。

市
の
協
力
を
得
て
、
８
月

５
日
に
仮
復
旧
工
事
が
完

了
し
、
９
月
９
日
に
全
頭

下
牧
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
本
格
的
な
復
旧
工
事
に

つ
い
て
は
、
鶴
岡
市
、
山

形
県
の
対
応
で
は
あ
る
が
、

復
旧
の
見
通
し
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

放
牧
場
の
今
後
の
運
営
と

課
題
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　

町
営
放
牧
に
関

し
て
は
平
成
25
年

7
月
18
日
か
ら
23
日
ま
で

の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
藤
島

川
に
か
か
る
石
倉
橋
は
被

災
し
、
通
行
が
不
可
能
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
鶴
岡 吉宮　茂 議員

や
、
参
考
に
す
る
べ
き
提

案
等
が
あ
る
。そ
れ
ら
に

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　

町
民
が
町
に
対

す
る
意
見
な
ど
を

言
え
る
環
境
は
、
他
の
自
治

体
と
比
べ
て
も
整
っ
て
い

る
。意
見
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
提
案
箱
に
入
れ
る
仕

組
み
や
、
町
民
の
声
を
広
く

反
映
で
き
る
仕
組
み
と
し

　

町
民
満
足
度
ア

ン
ケ
ー
ト
の
調
査

自
由
意
見
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
発
言
し
た
い
、
参

加
し
た
い
等
の
意
見
要
望 上野　幸美 議員

町長 平成26年度中確認する

町
長

モウ～大変　どうにかして（石倉橋）

素朴な疑問が生きる町づくり懇談会 この笑顔を守ることこそ町の仕事

発表会にて、あまるめ少年少女合唱団

町
長

町
民
の
意
見
を
反
映
す
る

て
、ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
、く

る
ま
座
ト
ー
ク
な
ど
、
工
夫

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
政
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
、町
民
が
参
画

で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

審
議
会
・
委
員
会
に
公
募

制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
実

施
さ
れ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
調
査
内
容
を
、第

２
次
総
合
計
画
の
策
定
に

ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
の

か
。総
合
計
画
を
協
働
と
参

画
に
よ
っ
て
具
現
化
さ
せ

る
た
め
に
も
、計
画
内
容
を

検
討
し
合
う
場
と
し
て
、愛

知
県
高
浜
市
の
よ
う
な「
市

民
会
議
」に
よ
る
住
民
参
画

会
議
の
手
法
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

　

町
民
満
足
度
ア

ン
ケ
ー
ト
は
平
成

26
年
度
で
４
回
目
に
な
る
。

総
合
計
画
を
作
る
に
あ
た

り
、
民
意
を
ど
う
受
け
止

め
、町
政
に
反
映
さ
せ
る
か

を
重
要
視
し
て
い
る
。

町
長

1616
人
の
提
言

人
の
提
言

1616
人
の
提
言

人
の
提
言

16
人
の
提
言　議員が行財政全般にわたり、町当局に対し事務の執行状況、将来における政策方針

等をただしたうえで、政策提言することです。

一般質問とは…

押　　のり子 議員

町営
　放牧

問

問

町
長

問

し
ょ
く
た
く

げ　

ぼ
く



環境　
　政策

学
校

　

給
食
安
全
に
お
い
し
く

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い
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公
民
館
事
業
の

交
付
金
化
の
成
果

は
、
一
つ
に
公
民
館
事
業

へ
の
関
心
が
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
る
。
二
つ
に
事

業
の
見
直
し
に
取
り
組
む

公
民
館
が
出
始
め
て
い

る
。
三
つ
に
事
業
内
容
の

変
化
に
対
応
し
、
柔
軟
な

予
算
執
行
が
で
き
る
。
四

つ
に
事
業
の
計
画
・
評
価

に
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
反
映

が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。

　

課
題
は
、
一
つ
に
各
公

民
館
で
取
組
内
容
に
差
が

あ
る
。
二
つ
に
課
題
・
問

題
に
対
す
る
積
極
的
な
意

見
が
少
な
い
。
三
つ
に
狩

川
地
区
が
ま
だ
移
行
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
交
付
金

の
算
定
方
法
も
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

　

今
後
の
体
制
と
し
て
、

指
定
管
理
者
制
度
は
非
常

に
難
し
い
内
容
で
あ
る
の

で
、
先
進
事
例
も
調
査
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

度
に
社
会
教
育
と
地
域
づ

く
り
の
融
合
を
図
り
、
公
民

館
事
業
の
交
付
金
化
の
定

着
と
積
極
的
活
用
を
お
こ

な
い
な
が
ら
検
討
を
進
め

る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
で
ど
の
よ
う

な
成
果
が
あ
り
、
課
題
を
捉

え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
公
民
館
体

制
・
運
営
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

公
民
館
は
み
ん

な
が
学
び
続
け
る

生
涯
学
習
の
場
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
町
と
し
て
執

行
し
て
き
た
事
業
を
各
公

民
館
に
交
付
金
化
し
、
事
業

を
進
め
て
き
た
。平
成
25
年 石川　惠美子 議員

教委長 成果は４つ課題は３つある

問

　

い
ろ
ん
な
角
度

か
ら
総
合
的
に
判

断
を
し
な
が
ら
調
整
を

図
っ
て
き
た
。「
北
月
山

荘
」
は
、
自
然
環
境
を
生

か
し
、
将
来
的
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
発
展
さ
せ
て

い
く
可
能
性
を
持
っ
て
い

る
。
し
か
し
「
町
湯
」
は
、

ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
場

所
の
確
保
の
問
題
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
も
考
え
合
わ
せ
る

と
、
町
営
ガ
ス
を
活
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き

い
と
判
断
し
、
ガ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
に

経
営
を
お
願
い
す
る
た

め
、
経
営
面
か
ら
コ
ス
ト

や
燃
料
供
給
も
含
め
て
、

現
実
的
な
判
断
を
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

泉
町
湯
は
、
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー

に
な
っ
た
。

　

町
湯
を
作
る
目
的
は
、

雇
用
の
創
出
、
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
、
産
業
振
興
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
消
費
拡

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

今
後
の
ペ
レ
ッ
ト
生
産
工

場
建
設
に
つ
な
が
る
も
の

に
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
町
長
の
政
治
的
判
断

が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

北
月
山
荘
に
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る

こ
と
は
、
林
業
振
興
策
の

一
環
で
あ
り
、
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
温

　

今
回
の
場
合
は

町
外
業
者
の
納
入

で
あ
っ
た
が
、
町
内
の
業

者
に
対
す
る
風
評
被
害
が

心
配
さ
れ
る
。庄
内
町
学

校
給
食
納
入
組
合
に
対
し

て
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

今
回
は
学
校
給

食
納
入
組
合
へ
は

連
絡
し
な
か
っ
た
が
、
風

評
被
害
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後
は
す
べ
て
の
納

入
業
者
に
対
し
て
状
況
を

連
絡
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

か
っ
た
と
の
こ
と
。町
内

小
中
７
校
全
校
の
対
応
を

聞
き
た
い
。こ
う
し
た
場

合
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、安

全
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。納
入
業
者
に
対

し
て
ど
ん
な
指
導
を
す
る

の
か
。　

そ
の
後
の
食
材

の
検
査
で
は
異
常

な
し
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　

１
月
27
日
付
の

学
校
給
食
の※

検

食
で「
タ
ラ
の
風
味
が
、
い

つ
も
と
違
う
」
と
の
こ
と

か
ら
、
児
童
に
提
供
し
な 工藤　範子 議員

町長 総合的に判断し調整を図る

町
長

林業振興策（間伐）の一環であるペレット 

おいしく・安全は、町の責任
まちづくりを語る　地域づくり会議

教
委
長

安
全
管
理
を
再
確
認
し
た

こ
の
食
材
は
余
目
地
域
の

５
校
で
使
わ
れ
た
。そ
の

う
ち
４
校
は
代
替
食
で
の

対
応
や
タ
ラ
汁
の
提
供
を

中
止
し
た
が
、
１
校
は
提

供
さ
れ
た
。

　

安
全
管
理
は
、
県
の
手

引
き
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
責
任
を
持

ち
対
応
し
て
い
く
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
が
、
再
度

校
長
会
で
確
認
を
し
た
。

1616
人
の
提
言

人
の
提
言

1616
人
の
提
言

人
の
提
言

16
人
の
提
言

 榎本　秀将 議員

問

問

鉄
路
で
生
か
せ

停
車
駅
に
希
望
す
る
。特
に

狩
川
で
は
羽
黒
山
へ
の
誘

客（
鶴
岡
市
Ｐ
Ｒ
）が
２
ル

ー
ト
あ
り
、経
路
で
の
本
町

の
魅
力
が
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
。

ま
た
、町
民
参
加
で
の
事
業

化
や
選
手
の
育
成
、環
境
整

備（
南
部
、北
部
定
住
で
の

広
域
）、小
学
校
・
中
学
校
の

関
わ
り
方
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
ど
う
か
。

　

東
京
五
輪
に
向

け
て
、山
形
新
幹

線
の
庄
内
延
伸
と
羽
越
新

幹
線
の
鉄
道
整
備
が
必
要

で
あ
り
、庄
内
延
伸
で
は
狩

川
駅
、羽
越
で
は
余
目
駅
を 齋藤　秀紀 議員

魅力満載　新型山形新幹線

町
民
参
加
で
展
開
し
た
い

　

鉄
路
は
、酒
田

市
と
鶴
岡
市
で
方

向
が
違
っ
て
お
り
、難
し
い

問
題
で
あ
る
。陸
羽
西
線
と

奥
羽
本
線
の
結
束
地
点
と

考
え
れ
ば
、停
車
駅
と
し
て

余
目
駅
は
あ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、狩
川
駅
は
な
か
な

か
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
民
参
加
で
の
事
業
化

は
、体
育
協
会
な
ど
と
連
携

し
、町
民
に
魅
力
が
あ
る
事

業
を
展
開
し
た
い
。

　

選
手
育
成
は
、ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
本
部
、各
単
位
団
指

導
者
、中
学
校
部
活
動
の
指

導
者
な
ど
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
協
議
を
進
め
た
い
。

　

体
育
施
設
の
環
境
整
備

は
、耐
震
改
修
と
施
設
の
老

朽
化
対
策
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。

　

小
・
中
学
校
の
関
わ
り
方

は
、子
ど
も
像
に
あ
る
よ
う

に
、夢
を
持
っ
て
諦
め
ず
努

力
す
る
こ
と
の
価
値
を
実

感
す
る
機
会
と
し
た
い
。

町
長

町
長

東
京

　

五
輪

問

掲載出来なかった質問 ・産地資金について
・農地中間管理機構（仮称）について

公民館 交付金化の
　　　　成果と課題は

教
委
長

政治判断せよ

教
委
長

教
委
長

問

※検食とは：各学校の校長と教育長が、給食の60分前に当日の給食を試食し、風味を確認するとともにアレルギー対応食や
 食中毒の危険性を確認します。言わば、現代の毒味役。



市
街
地
カ
ラ
ス
対
策
に
力
を
入
れ
よ

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い
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高
齢
化
集
落
に

対
す
る
対
策
は
国

全
体
で
の
課
題
で
も
あ

る
。
集
落
の
機
能
を
し
っ

か
り
と
押
さ
え
た
う
え

で
、
そ
の
役
割
を
ど
の
程

度
ま
で
維
持
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
か
を
想
定

し
、
対
策
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
元
気
で
ご
長
寿
」
を

一
人
ひ
と
り
実
現
す
る
こ

と
が
、
究
極
と
し
て
集
落

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
他
の
環
境
は
、
国
・
県

町
な
ど
の
行
政
が
支
え
て

い
く
と
い
う
形
に
な
ろ
う

と
考
え
る
。

題
を
あ
ま
り
感
じ
て
い
な

い
。
将
来
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
現
状
維

持
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
何

ら
具
体
策
を
あ
げ
て
い
な

い
の
が
実
状
で
あ
る
。
将

来
の
集
落
像
を
住
民
と
共

有
し
な
が
ら
、
自
立
・
継

続
可
能
な
集
落
の
組
織
づ

く
り
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　

本
町
の
集
落
活

動
に
お
い
て
高
齢

化
率
が
高
く
な
っ
て
お
り

い
ろ
い
ろ
な
面
で
そ
の
高

齢
化
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
状
で
の
集
落
機
能
に
問 石川　武利 議員

町長 「元気でご長寿」を実現する

町
長

問

し
て
い
る
。
認
知
症
徘
徊

高
齢
者
の
対
応
と
し
て
、

早
期
発
見
の
た
め
の
イ

メ
ー
ジ
図
を
作
成
す
る
な

ど
、
共
通
認
識
を
図
り
な

が
ら
仕
組
み
づ
く
り
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

　

早
期
の
把
握
と
早
い
段

階
で
の
関
係
機
関
へ
の
情

報
提
供
が
重
要
で
あ
り
、
今

後
の
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

　

行
方
不
明
者
の

探
索
を
速
や
か
に

お
こ
な
う
こ
と
の
で
き
る

※

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し

た
検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
家
族
の
心
理
的
不
安

の
解
消
と
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
体
制
整
備
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の

活
用
は
非
常
に
有

効
だ
と
思
う
。
将
来
的
に

総
合
的
な
コ
ス
ト
を
考
え

れ
ば
、
家
族
と
経
費
を
分

担
し
な
が
ら
使
っ
て
い
く

こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
る
。

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

認
知
症
、
障
が
い
、
病

気
等
に
よ
り
徘
徊
の
心
配

が
あ
る
高
齢
者
へ
の
支
援

と
事
故
防
止
の
た
め
の
施

策
は
何
か
。

　

平
成
19
年
度
に

認
知
症
徘
徊
高
齢

者
対
策
や
高
齢
者
虐
待
防

止
に
取
り
組
む
た
め
、
庄

内
町
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議
を
設

置
し
、
関
係
機
関
で
協
議

　

本
町
で
も
認
知

症
の
高
齢
者
が
徘

徊
し
行
方
不
明
と
な
る
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
発

生
し
た
と
き
の
対
応
策
な

ど
早
期
発
見
に
向
け
た

※

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
整
備

　

カ
ラ
ス
の
糞
害

で
の
苦
情
は
道
路

が
多
く
、
道
路
管
理
者
に

連
絡
を
し
、
散
水
車
を
回

し
て
も
ら
い
洗
浄
し
て
い

る
。

　

鶴
岡
市
・
酒
田
市
の
取

り
組
み
は
、
な
か
な
か
効

果
的
な
手
だ
て
が
取
れ

ず
、
対
処
療
法
的
な
対
応

し
か
で
き
な
い
実
態
で
あ

る
。

　

生
ご
み
対
策
と
し
て
、

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
改

修
に
は
補
助
金
制
度
も
あ

り
、
最
近
で
は
屋
根
を
付

け
た
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
整
備
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　

近
隣
市
町
と
情
報
交
換

し
な
が
ら
、
現
実
的
な
問

題
と
し
て
、
生
活
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た

い
。

け
て
、
市
街
地
の
電
線
に

カ
ラ
ス
が
群
が
り
、
真
下

の
路
上
が
糞
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
天
気
の
良
い
日
に

は
異
臭
を
放
つ
な
ど
、
住

民
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

　

年
々
、
ひ
ど
さ
が
増
す

カ
ラ
ス
の
糞
害
で
あ
る
。

市
街
地
の
近
く
に
ね
ぐ
ら

を
つ
く
ら
せ
な
い
よ
う
、

生
ご
み
対
策
を
は
じ
め
、

金
網
製
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

　

本
町
の
市
街
地

で
は
、
カ
ラ
ス
の

群
れ
に
よ
る
糞
害
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
夏
過
ぎ

か
ら
秋
の
終
わ
り
頃
に
か 小林　清悟 議員

町長 有効な手段と考える

町
長

行方不明者を宇宙から探すGPS
「クラッセ」いよいよオープン

糞害、憤慨　気ままなカラス

地域を花でいっぱいに　主殿新田

町
長

し
っ
か
り
対
応
し
た
い

ョ
ン
の
設
置
を
促
す
な
ど

本
町
で
も
対
策
を
立
て
、

力
を
入
れ
て
対
応
し
て
は

ど
う
か
。

1616
人
の
提
言

人
の
提
言

1616
人
の
提
言

人
の
提
言

16
人
の
提
言

村上　順一 議員

問

問

相
乗
効
果
を
図
れ

中
心
に
本
町
の
中
心
商
店

会
も
共
に
賑
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
が

ど
う
か
。

　

駐
車
場
と
市
街

地
の
活
性
化
を
ど

の
よ
う
に
関
係
付
け
る
か

と
い
う
こ
と
だ
と
考
え

る
。
駐
車
場
が
あ
る
か
ら

市
街
地
が
活
性
化
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

活
性
化
す
る
と
い
う
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

を
も
う
一
度
き
ち
ん
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
論
的
に
は
、
拠
点
を
作

る
こ
と
に
よ
り
、
訪
れ
る

人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
一
番
の
目
標
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

空
き
店
舗
活
用
も
、参
画

と
協
働
を
基
本
に
自
ら
が

企
画
し
、
そ
し
て
ど
う
し
て

も
足
り
な
い
部
分
は
、行
政

と
一
緒
に
考
え
て
い
こ
う

と
す
る
ス
タ
ン
ス
が
大
事

で
は
な
い
か
と
思
う
。

ク
ラ
ッ
セ
に
の
み
客
を
呼

び
込
む
よ
う
な
施
策
や
Ｐ

Ｒ
で
は
な
く
、
従
来
か
ら

の
商
店
街
へ
の
誘
客
も
併

せ
て
相
乗
効
果
が
上
が
る

よ
う
な
施
策
、
戦
術
が
求

め
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

　

中
心
商
店
街
に
町
営
の

駐
車
場
の
設
置
や
空
き
店

舗
を
活
用
し
、
週
末
に
は

ラ
イ
ブ
や
コ
ン
サ
ー
ト
を

お
こ
な
い
、
ク
ラ
ッ
セ
を

五十嵐　啓一 議員

拠
点
を
作
る
こ
と
か
ら
と
考
え
る

町
長

町
長

商
工

　

振
興

問

掲載出来なかった質問 ・誘客を図るための温泉運営について 掲載出来なかった質問 ・大規模（ハード）事業の取組みについて

平成22年度 平成23年度 平成24年度

受診者数
3515

349

3568
3388

263 202

要精検数
胃ガン検診

　

新
産
業
創
造
館

「
ク
ラ
ッ
セ
」
が

平
成
26
年
５
月
連
休
明
け

オ
ー
プ
ン
す
る
。
こ
の
事

業
を
成
功
に
導
く
に
は
、

集落　
　活動 備えよ高齢化

認知症 ＧＰＳ機能を活用せよ

町
長

町
長

問

とのも

は
い

か
い

フ　　ン　　ガ　　イ

※マニュアルとは：初心者や未経験者が、あることを適切に行うための方法や基準を解説した文書のこと。
※ＧＰＳとは：人工衛星を利用して自分が地球上のどこにいるのかを正確に割り出すシステム。



い
じ
め

　

問
題
ど
う
対
応
す
る

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い
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ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
い

う
見
解
が
国
交
省
か
ら
示

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
24

時
間
通
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
だ
け
で
は
登
録
が
厳

し
く
な
っ
た
。
今
後
、
新

し
い
魅
力
を
付
け
加
え
た

地
域
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
が
一
番
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
核
と

な
る
風
車
市
場
の
管
理
組

合
が
活
性
化
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
取
り
組
み

内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
の
実
現
性
は
や

る
気
次
第
と
思
っ
て
い

る
。

　

国
土
交
通
省
と

交
渉
の
な
か
で
実

現
性
は
あ
る
の
か
、
あ
る

と
す
れ
ば
い
つ
頃
か
。

　

今
年
度
は
難
し

い
が
、
２
年
後
の

平
成
27
年
度
頃
が
目
途
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

待
さ
れ
る
。
登
録
条
件
に

は
施
設
の
整
備
や
地
域
特

産
物
な
ど
、
よ
り
拡
大
充

実
を
図
り
、
他
に
な
い
個

性
の
あ
る
「
道
の
駅
」
で

あ
る
べ
き
と
国
土
交
通
省

か
ら
指
導
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
運
営
し

て
い
る
管
理
組
合
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

今
年
度
、
道
の

駅
の
登
録
数
が
１

千
24
カ
所
と
な
り
、
第
２

　

町
長
の
マ
二

フ
ェ
ス
ト
で
あ
る

風
車
市
場
を
「
道
の
駅
」

に
す
る
こ
と
は
、
交
流
入

口
の
増
大
に
よ
り
地
産
地

消
の
拡
大
や
観
光
面
な
ど

立
川
地
域
の
活
性
化
が
期 齋藤　健一 議員

実現性はあるのか

町長 平成27年度が目途

町
長

問

　

新
た
な
園
舎
の

建
設
が
可
能
な
事

業
者
に
よ
る
民
営
化
を
考

え
て
い
る
。

　

今
後
、
入
所
要
件
等
が

緩
和
さ
れ
、
今
以
上
に
入

所
希
望
者
が
増
え
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。
庁
内
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
は
、

３
歳
児
と
い
う
発
達
段
階

で
は
、
保
育
で
の
対
応
が

ベ
タ
ー
だ
と
い
う
考
え
方

に
至
っ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
併
設
を
踏

ま
え
た
業
者
選
定
ま
で
は

考
え
て
い
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
十
分
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
り
、
そ
の
辺
も
考
慮

し
て
決
め
て
い
き
た
い
。

に
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
現
行
の
支
援
制

度
を
考
え
れ
ば
、
民
間
で

新
し
い
施
設
を
建
設
し
た

方
が
財
政
的
に
有
利
で
あ

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

余
目
保
育
園
の
民
営
化

で
は
、
新
た
な
施
設
の
設

置
を
条
件
と
す
る
と
と
も

に
、
３
歳
児
保
育
へ
の
対

応
議
会
提
案
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
た

総
合
施
設
に
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　

平
成
27
年
４
月

か
ら
予
定
さ
れ
て

い
る
「
余
目
保
育
園
の
民

営
化
」
で
、
現
在
の
施
設

に
何
も
手
を
加
え
な
い
ま

ま
民
間
に
移
行
し
て
も
、

当
局
の
言
う
課
題
の
解
決

自
主
的
活
動
の
比
重
を
高

め
る
⑤
教
員
の
多
忙
化
解

消
で
あ
る
。
提
案
に
対
す

る
考
え
は
ど
う
か
。

　

２
月
に
県
か
ら

示
さ
れ
た
い
じ
め

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み

を
、
町
と
し
て
も
各
学
校

と
連
携
し
実
施
し
て
い
き

た
い
。
こ
れ
ま
で
も
教
育

の
な
か
で
大
事
に
し
て
き

た
自
治
力
や
自
助
力
を
育

て
る
こ
と
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、「
庄
内
町
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
の
作

成
に
向
け
て
検
討
中
で
あ

る
。

　

い
じ
め
の
な
い
学
校
と
社

会
の
実
現
は
、
子
ど
も
を

守
る
と
い
う
毅
然
と
し
た

学
校
の
責
任
感
が
基
本
で

あ
る
し
、
教
師
を
信
頼
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子

ど
も
た
ち
が
社
会
と
関
わ

り
を
持
ち
、
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

社
会
づ
く
り
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

と
で
は
な
い
。
子
ど
も
が

ど
ん
な
気
持
ち
で
線
路
に

立
っ
た
か
と
思
う
と
言
葉

が
つ
ま
る
。

　

県
教
委
の
方
針
を
受
け

て
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

日
本
共
産
党
は
「
い
じ

め
の
な
い
学
校
と
社
会
」

と
い
う
提
案
を
発
表
し
た
。

①
い
じ
め
か
ら
子
ど
も
の

命
を
守
る
②
対
応
を
後
回

し
に
し
な
い
③
解
決
は
皆

ん
な
の
力
で
④
子
ど
も
の

　

天
童
市
で
「
い

じ
め
」
を
受
け
た

と
、
ノ
ー
ト
に
書
き
残
し

た
中
学
１
年
生
が
自
ら
命

を
絶
つ
と
い
う
痛
ま
し
い

事
件
が
起
っ
た
。
よ
そ
ご 日下部　勇一 議員

町長 新たな園舎の建設である

町
長

ぎゅーぎゅー詰めの余目保育園

みんなで取り組もういじめ対策

ハードルが上がった　道の駅化

町
・
学
校
連
携
で
取
り
組
む

1616
人
の
提
言

人
の
提
言

1616
人
の
提
言

人
の
提
言

16
人
の
提
言

石川　保 議員

問

問

民
営
化
を
ス
ム
ー
ズ
に

　

保
護
者
や
今
後
の
利
用

希
望
者
へ
の
説
明
は
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

　

３
月
16
日
に
保

育
園
の
保
護
者
と

来
年
度
入
所
す
る
園
児
の

保
護
者
を
対
象
に
説
明
会

を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。

　

保
育
料
も
含
め

て
保
育
内
容
の
継

　

平
成
27
年
度
よ

り
民
間
事
業
者
に

運
営
を
委
ね
、
民
設
民
営

と
す
る
予
定
だ
が
手
順
な

ど
課
題
は
多
い
。

佐藤　彰 議員

運営で不安を与えてはいけない

積
極
的
に
関
わ
っ
て
ゆ
く

続
、
町
の
責
任
と
関
与
は

ど
こ
ま
で
か
。
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
を
図
る
た
め
、
一

定
期
間
職
員
を
派
遣
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　

そ
れ
と
現
在
の※

「
保

育
に
欠
け
る
」
と
い
う
定

義
は
時
代
遅
れ
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
。
入
れ
た
い

と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、

誰
で
も
入
れ
る
よ
う
に
要

件
を
緩
和
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

民
営
化
に
な
っ

て
も
、県
の
指
導
・

監
査
も
あ
り
、
町
で
も
定

期
的
に
訪
問
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

職
員
を
派
遣
す
る
か
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
何
ら
か
の
引
き
継
ぎ

保
育
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
法
律

が
改
正
さ
れ
る
。
祖
父
母

の
要
件
が
外
さ
れ
、「
保

育
の
必
要
な
子
」
と
要
件

が
だ
い
ぶ
緩
和
さ
れ
る
。

町
長

町
長

余
目　

保
育
園

問条件は何か

道の駅

保育園
民営化

町
長問

町
長

問

教
委
長

教
委
長

き　

ぜ
ん

め　　ど

め　

 

ど

※保育に欠けるとは：保護者が児童を保育することができず、同居の親族も保育できない状態を言う。児童福祉法では、
　　　　　　　　　そのような状態にある子どもが保育所に入れるとされている。
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1616
人
の
提
言

人
の
提
言

1616
人
の
提
言

人
の
提
言

16
人
の
提
言が

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
る
。
規
定
を
改
正
す
る

べ
き
だ
。

　

職
員
取
扱
規
程

に
誤
解
さ
れ
る
表

現
が
あ
っ
た
。

　

休
日
出
勤
な
ど
で
労
働
時

間
が
週
40
時
間
を
超
え
た

際
は
時
間
外
手
当
を
支
給

で
き
る
よ
う
に
見
直
し
た
い
。

　

職
員
取
扱
規
程

の
不
備
か
ら
、
臨

時
職
員
が
労
働
基
準
法
で

定
め
て
い
る
時
間
外
手
当 小野　一晴 議員

んまんま教室でのかわいい笑顔

よ
り
働
き
や
す
く
し
た
い

　

平
成
23
年
に
地

方
公
務
員
育
児
休

業
法
が
改
正
さ
れ
、
嘱
託

職
員
と
パ
ー
ト
職
員
が
育

児
休
業
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
町
で
は
周
知
と

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
再
任
用
の
際
、
法

律
で
定
め
た
権
利
で
あ
る

育
児
休
業
を
取
っ
た
こ
と

が
職
員
に
と
っ
て
不
利
益

な
取
り
扱
い
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
は
ず
だ
が
ど
う

か
。

　

こ
れ
ま
で
は
対

象
職
員
に
周
知
し

て
い
な
い
。
今
後
は
産
前

産
後
休
暇
の
申
し
出
が
あ

っ
た
際
に
説
明
し
、
希
望

が
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

育
児
休
業
の
取
得
が
契
約

更
新
の
際
の
選
考
に
影
響

す
る
こ
と
は
な
い
。

　

全
て
を
労
働
基
準
法
で

調
整
し
て
い
く
の
が
今
の

時
代
か
と
思
う
。
よ
り
働

き
や
す
い
環
境
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
町
と
し
て
の

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

町
長

町
長

問 非
正
規

　

職
員
待
遇
改
善
せ
よ

押　

の
り
子 

議
員

吉
宮　
　

茂 

議
員

上
野　

幸
美 

議
員

齋
藤　

秀
紀 

議
員

石
川
惠
美
子 

議
員

榎
本　

秀
将 

議
員

工
藤　

範
子 

議
員

●
介
護
予
防
給
付
か
ら
地
域
支
援
事
業

へ
の
移
行
に
つ
い
て

●
北
月
山
荘
改
修
工
事
完
了
後
の
運
営

に
つ
い
て

●
今
年
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
町
議

会
議
員
選
挙
の
投
票
開
閉
時
間
に
つ

い
て

●
女
性
消
防
団
の
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
●
み
ん
な
の
声
・
ま
ち
づ
く
り
提
案
箱

の
当
局
の
回
答
に
つ
い
て

●
国
の
水
田
農
業
政
策
に
つ
い
て

●
若
者
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
に
つ
い

て
●
立
谷
沢
川
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

●
人
間
ド
ッ
グ
へ
の
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査

導
入
に
つ
い
て

●
除
雪
に
つ
い
て

●
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
通
知
に
つ
い
て

●
設
計
委
託
業
務
の
適
正
化
に
つ
い
て

●
新
た
な
米
政
策
へ
の
対
応
に
つ
い
て

●
水
田
畑
地
化
基
盤
強
化
対
策
事
業
に

つ
い
て

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
町
職
員
の
派

遣
に
つ
い
て

●
青
少
年
海
外
研
修
事
業
に
つ
い
て

●
庄
内
町
起
業
家
応
援
補
助
金
に
つ
い

て
●
新
庄
・
酒
田
地
域
高
規
格
道
路
整
備

促
進
に
つ
い
て

●
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
へ
の
対
応

に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

●
交
通
事
故
に
つ
い
て

●
保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て

●
道
の
駅
に
つ
い
て

五
十
嵐
啓
一 

議
員

村
上　

順
一 

議
員

小
林　

清
悟 

議
員

佐
藤　
　

彰 

議
員

齋
藤　

健
一 

議
員

石
川　
　

保 

議
員

日
下
部
勇
一 

議
員

小
野　

一
晴 

議
員

問町
長
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⑴
町
内
外
へ
の

　
　

情
報
発
信
と
受
信

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
定
期

的
な
見
直
し
と
期
限
を
区

切
っ
た
更
新
を
お
こ
な
う
。

　

広
報
紙
の
町
外
へ
送
付

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

故
郷
の
話
題
を
掲
載
す
べ

き
で
あ
る
。

⑵
情
報
発
信
研
究
所

　
　
　
　
　

  

と
の
連
携

　

限
ら
れ
た
人
の
活
動
と
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
べ
き
で

あ
る
。
研
究
報
告
書
の
配
布

先
が
限
定
さ
れ
、
読
ま
れ
る

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

⑶
集
落
か
ら
の
発
信

　

史
跡
や
民
俗
文
化
財
、

伝
統
料
理
な
ど
「
お
ら
ほ

の
宝
物
」
等
募
集
を
お
こ

な
う
べ
き
で
あ
る
。

⑷
防
災
行
政
無
線
の
活
用

　

緊
急
時
の
情
報
伝
達
手

段
と
し
て
、
空
白
エ
リ
ア

へ
の
増
設
も
必
要
で
あ
る
。

要
支
援
者
や
高
齢
者
世
帯

に
は
、
個
別
受
信
機
の
設

置
を
す
べ
き
で
あ
る
。

⑴
観
光
情
報
な
ど
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

　

情
報
発
信
課
は
、
各
課

の
情
報
公
開
の
支
援
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

　

広
報
委
員
を
活
用
し
、

紙
面
づ
く
り
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　

県
外
読
者
発
送
件
数
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
申

込
者
の
増
加
に
伴
い
増
え

て
い
る
。

⑵
研
究
員
の
増
員
に
つ
い

て
は
、
幅
広
い
年
齢
層
に

呼
び
掛
け
が
な
か
っ
た
。

　

研
究
所
の
設
置
目
的
や

活
動
内
容
を
全
町
に
周
知

し
て
い
な
い
。

⑶「
お
ら
ほ
の
宝
物
」
等
の

募
集
は
し
な
か
っ
た
が
、
槇

島・古
関
ほ
う
き
づ
く
り
や
、

枝
豆
・
き
な
粉
・
和
か
ら
し
な

ど
の
特
産
品
の
生
産
、
販

売
の
取
り
組
み
を
お
こ

な
っ
た
。

⑷
空
白
エ
リ
ア
３
カ
所
に

増
設
を
実
施
し
た
。
戸
別

受
信
機
の
設
置
は
、
立
川

地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
な

か
で
検
討
す
る
。

【
平
成
24
年
３
月
報
告
】

ふ
っ
し
ょ
く

町で目を引くラッピングカー

あ

。
研
究
報
告
書
の
配
布

呼
び
掛
け
が
な
か
っ

【
平
成
24
年
３
月
報
告
】

テ
ー
マ　

テ
ー
マ　

情
報
発
信
に
つ
い
て
の
検
証

情
報
発
信
に
つ
い
て
の
検
証

テ
ー
マ　

情
報
発
信
に
つ
い
て
の
検
証

段階評段階評価
常任委員会常任委員会のの提言提言

町の町の
対応対応

追跡 段階評価
常任委員会の提言

町の
対応

総  務
常任委員会

大変大変大変

提　

言
（
抜
粋
）

町
の
対
応
（
抜
粋
）

ホームページによる
情報発信は充実した。
防災無線の空白エリアは
少し改善された。
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む
ず
か
し
い　

民
俗
芸
能
の
伝
承

む
ず
か
し
い　

民
俗
芸
能
の
伝
承

む
ず
か
し
い　

民
俗
芸
能
の
伝
承

⑴
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

自
主
的
に
事
業
展
開
で

き
る
ま
で
、
事
務
的
支
援

を
行
い
後
継
者
対
策
、
指

導
者
や
資
金
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
も
情
報
交
換
を

お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
。

⑵
後
継
者
不
足
の
解
消

　

保
存
会
の
枠
を
超
え
、

地
域
全
体
で
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

⑶
資
金
不
足

　

保
存
会
で
は
、
用
具
の

老
朽
化
な
ど
に
は
資
金
積

み
立
て
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

反
面
、
運
営
費
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、
町
で
助

成
を
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷
指
導
者
の
確
保

　

将
来
の
指
導
者
を
育
成

す
る
た
め
、
山
形
ふ
る
さ

と
塾
等
に
積
極
的
に
参
加

さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑸
記
録
保
存
の
対
応

　

記
録
保
存
の
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
、
文

化
財
と
し
て
一
元
管
理
す

べ
き
で
あ
る
。

⑴
任
意
団
体
の
自
主
性
を

尊
重
し
つ
つ
、
お
互
い
に

何
が
で
き
る
か
模
索
中
で

あ
る
。
他
市
町
村
の
活
動

状
況
な
ど
、
町
と
協
議
会

の
情
報
交
換
が
不
足
し
て

い
る
。

⑵
神
事
で
あ
る
こ
と
か
ら

保
存
会
の
枠
を
超
え
て
後

継
者
育
成
に
は
町
の
関
与

は
難
し
い
。

⑶
県
の
交
付
金
制
度
を
活

用
し
、
５
団
体
に
１
年
間

各
６
万
円
を
交
付
し
て
い

る
。
謝
金
を
受
け
る
場
合

が
あ
り
補
助
金
の
上
乗
せ

は
難
し
い
。

⑷
研
修
の
機
会
は
少
な
い

が
、
情
報
の
提
供
と
各
種

研
修
会
へ
の
参
加
の
取
り

ま
と
め
を
し
て
い
る
。

⑸
７
保
存
会
で
記
録
保
存

さ
れ
て
い
る
が
、
多
額
の

費
用
を
伴
う
こ
と
か
ら
町

の
支
援
は
消
極
的
で
あ

る
。

⑴
町
民
節
電
所
運
動

　

平
成
23
年
度
の
参
加
者

は
増
加
し
た
が
、
町
全
体

の
運
動
と
し
て
は
広
が
り

が
な
い
。
今
後
、
具
体
的

目
標
を
掲
げ
、
団
体
・
企

業
・
集
落
に
も
参
加
の
呼

び
か
け
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
小
中
学
校
省
エ
ネ

　
　

  
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

削
減
量
が
限
界
状
態
で

あ
り
、
各
学
校
の
実
態
に

合
わ
せ
た
適
切
な
基
準
値

を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑶
省
エ
ネ
に
対
す
る

　
　

  

町
民
の
意
識
改
革

　

節
電
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開

催
し
て
い
る
が
、
事
業
の

見
直
し
や
工
夫
が
必
要
で

あ
る
。

⑷
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

　

民
有
林
で
間
伐
事
業
を

進
め
、
北
月
山
荘
、
立
川

庁
舎
な
ど
で
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
導
入
を
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。

⑴
省
エ
ネ
を
促
す
た
め
省

エ
ネ
標
語
、
川
柳
を
募
集

し
、
参
加
家
庭
の
コ
メ
ン

ト
も
掲
載
し
て
い
る
。

　

一
度
参
加
し
た
世
帯
は
、

継
続
す
る
意
識
が
低
下
し

て
い
る
。
新
規
参
加
世
帯

を
増
や
す
た
め
の
動
機
づ

け
が
課
題
で
あ
る
。

⑵
過
去
３
年
間
の
電
力
・

水
道
使
用
量
の
多
い
年
の

平
均
を
基
準
に
、
目
標
を

各
学
校
で
設
定
し
て
い
る
。

　

希
望
す
る
学
校
に
は
ゴ

ー
ヤ
の
苗
を
配
布
し
、
グ
リ

ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
育
成
を

お
こ
な
っ
た
。

⑶
平
成
24
年
度
は
セ
ミ

ナ
ー
を
１
回
開
催
し
た
。

25
年
度
は
「
地
球
温
暖
化

の
仕
組
み
と
対
策
」
を

テ
ー
マ
で
２
回
開
催
し
て

い
る
。

⑷※

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

　

平
成
24
年
12
月
定
例
会

で
提
言
さ
れ
た
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
」に
お
い
て
、よ
り
深
く

調
査
提
言
さ
れ
て
い
る
の

で
、
次
回
の
検
証
で
併
せ

て
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
。

　　

理
解
さ
れ
た
の
か　

省
エ
ネ
活
動

理
解
さ
れ
た
の
か　

省
エ
ネ
活
動

理
解
さ
れ
た
の
か　

省
エ
ネ
活
動

人と人をつなぐ民俗芸能

町民の節電と町の風力発電で省エネ

町の町の
対応対応 段階評段階評価追跡 町の
対応 段階評価

産業建設
常任委員会

常任委員会
の提言

テーマ　省エネルギー対策
　　　　　　　についての検証

文教厚生
常任委員会

テーマ　民俗芸能の
　　　 　保存伝承についての検証

提　

言
（
抜
粋
）

町
の
対
応
（
抜
粋
）

提　

言
（
抜
粋
）

町
の
対
応
（
抜
粋
）

真面目な取り組みは認める
が、省エネ運動やセミナー
など広がりに欠けた。
少し厳しいかも知れないが
今後に期待し、あえて・・・

【平成24年３月報告】【平成24年３月報告】

任意団体への行政の関与は、
むずかしいことは理解するが、
町のPRや、地域おこしも含め
支援をおこなうべきである。

大変大変大変

※バイオマス：間伐材や製材のおが屑、剪定（せんてい）枝葉や建築廃材、
　　　　　　畜産で生じる糞尿、下水道の汚水処理場で集められた有機物、
　　　　　　家庭の台所のごみなど生物起源のエネルギー資源の総称。
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江
藤　

俊
昭 

町長の提案で始まった夜間議会の議論 
マスコミで報道されたが「分かりにくい
しっかり説明して」との声に答えます 夜

間
議
会
と
改
革

夜
間
議
会
と
改
革

夜
間
議
会
と
改
革

↓

Ｑ
夜
間
議
会
の
利
点
っ
て

な
に
？

Ａ
町
長
よ
り
、
議
員
報
酬

増
額
の
代
案
と
し
て
出
さ

れ
た
も
の
で
、
町
長
が
言

う
に
は
「
全
て
の
議
会
を

夜
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日

中
仕
事
を
し
て
い
る
人
も

議
会
議
員
に
立
候
補
で
き

る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｑ
欠
点
っ
て
な
に
？

Ａ
地
方
分
権
に
対
応
で
き

る
専
門
的
議
会
活
動
を
夜

間
だ
け
で
で
き
る
の
か
を

懸
念
し
て
い
ま
す
。
会
議

は
夜
で
き
て
も
、
調
査
活

動
や
陳
情
活
動
は
相
手
が

あ
る
こ
と
で
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
職

員
に
対
す
る
時
間
外
手
当

が
発
生
し
ま
す
。

Ｑ
町
職
員
の
勤
務
体
制
は

大
丈
夫
？

Ａ
議
会
と
し
て
は
心
配
し

て
い
ま
す
。
町
が
、
職
員

労
働
組
合
を
通
し
て
職
員

と
の
調
整
を
一
切
し
て
い

な
い
の
が
気
掛
か
り
で
す
。

Ｑ
な
ぜ
、
３
月
定
例
会
に

実
施
し
な
か
っ
た
の
？

Ａ
夜
間
議
会
を
実
施
し
た

時
の
会
期
の
調
整
で
、
町

長
か
ら
定
例
会
の
３
分
の

１
を
日
中
に
実
施
す
る
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
日
中
に
す
れ
ば
何
の
た

め
の
夜
間
議
会
な
の
か
、

自
ら
が
提
案
し
た
そ
の
目

的
す
ら
見
失
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
少
し
の
違

い
で
あ
れ
ば
調
整
で
き
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

残
さ
れ
た
時
間
で
歩
み
寄

り
は
不
可
能
と
判
断
し
、

今
回
は
慎
重
な
対
応
を
し

ま
し
た
。

Ｑ
日
中
に
仕
事
を
持
つ
人

が
議
会
議
員
を
本
当
に
で

き
る
の
？

Ａ
本
人
の
覚
悟
と
、
所
属

し
て
い
る
会
社
の
理
解
次

第
だ
と
思
い
ま
す
。
原
則

全
て
を
夜
間
議
会
に
と

い
っ
て
も
、
災
害
等
の
対

応
や
、
相
手
の
あ
る
活
動

で
あ
れ
ば
、
日
中
で
も
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
、
公
務
を
優
先
す

る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、

会
社
の
都
合
で
議
会
活
動

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
、

許
さ
れ
る
立
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
今
回
の
夜
間
議
会
、
町

外
に
は
、
ど
う
見
え
て
い

る
の
？

Ａ
今
回
の
議
論
は
、
全
国

紙
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
政
治
論

を
専
門
と
す
る
山
梨
学
院

大
学
法
学
部
教
授
の
江
藤

俊
昭
氏
に
見
解
を
伺
い
ま

し
た
。

江
藤
俊
昭
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

山
梨
学
院
大
学

法
学
部　

政
治
行
政
学
科

大
学
院
社
会
科
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　

教
授

第
29
次・30
次※

地
方
制
度

調
査
会
委
員
を
歴
任

著
書

◯
地
方
議
会
改
革　

自
治
を

　

進
化
さ
せ
る
新
た
な
動
き

◯
図
解　

地
方
議
会
改
革

　

実
践
ポ
イ
ン
ト
１
０
０

◯
自
治
体
議
会
学

　

議
会
改
革
の
実
践
手
法

　

恒
常
的
な
夜
間
議
会
は

欧
米
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
も

と
い
う
議
論
が
聞
か
れ
る
。  

　

し
か
し
、
実
際
に
運
営

さ
れ
な
い
の
は
、
日
本
の

地
方
自
治
体
の
活
動
量

（
権
限
や
財
源
）
が
欧
米

と
比
べ
て
膨
大
で
あ
り
、

そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
政
策
提

言
や
監
視
を
行
う
の
は
夜

間
議
会
で
は
無
理
だ
か
ら

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
多

様
な
属
性
を
有
す
る
議
員

を
登
場
さ
せ
、
一
般
に
中

途
半
端
な
議
員
報
酬
の
削

減
に
連
な
る
こ
と
か
ら
提

案
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

庄
内
町
議
会
は
、
町
長

に
よ
る
恒
常
的
な
夜
間
議

会
開
催
の
提
案
に
対
し
て

即
断
す
る
わ
け
で
は
な
く

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
提

示
な
ど
真
摯
に
対
応
し
て

い
る
。
今
後
考
え
る
べ
き

論
点
を
確
認
し
た
い
。

①
議
会
・
議
員
活
動
は
本

会
議
・
委
員
会
等
だ
け
で

は
な
い
。
仮
に
本
会
議
や

委
員
会
の
夜
間
議
会
が
可

能
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
だ

け
で
議
会
活
動
は
担
え
な

い
。
日
中
開
催
す
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
ま
た
視
察
・

調
査
研
究
の
際
に
は
日
中

に
活
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

議
会
活
動
を
夜
間
だ
け
で

議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
議
会
審
議
だ
け
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
夜
間
議
会
開

催
を
強
調
す
る
こ
と
は
議

会
強
化
の
視
点
を
欠
落
さ

せ
、
住
民
自
治
の
強
化
か

ら
の
逸
脱
と
な
る
。

②
議
会
・
議
員
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
な
き
夜
間
議
会

は
議
会
力
を
ダ
ウ
ン
さ
せ

恒
常
的
な
夜
間
議
会
を

考
え
る 

る
。
昼
間
勤
務
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
議
員
に
な
る

場
合
、
そ
の
政
策
提
言
・

監
視
機
能
を
弱
め
な
い
た

め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
必
要
。
議
会
事
務
局

の
充
実
や
住
民
自
身
に
よ

る
個
人
的
制
度
的
な
支
援

な
ど
が
想
定
で
き
る
。

③
議
会
運
営
を
住
民
と
考

え
る
。
庄
内
町
で
は
参
考

人
の
意
見
聴
取
会
や
町
民

と
語
る
会
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
進
め

る
と
と
も
に
全
議
員
の
議

会
・
議
員
活
動
の
調
査
を

踏
ま
え
た
住
民
へ
の
説
明

も
必
要
で
あ
る
。

　

夜
間
議
会
は
検
討
し
て

も
よ
い
。
し
か
し
、
現
状

で
は
夜
間
議
会
開
催
に

よ
っ
て
議
会
の
政
策
提

言
・
監
視
機
能
を
強
化
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
地
方

分
権
改
革
に
よ
っ
て
地
域

経
営
の
自
由
度
が
高
ま
り

議
会
改
革
が
よ
う
や
く
進

み
始
め
た
。
こ
の
段
階
で

は
、
拙
速
な
夜
間
議
会
の

導
入
は
自
治
力
を
ダ
ウ
ン

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
慎

重
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

議員
定数

事
務局

の強
化

経
費 増

より良
い町づ

くり

本町にとって最良の形があるはず本町にとって最良の形があるはず本町にとって最良の形があるはず

専

門的 議 会

自
治力

ダウ
ン

夜

間議
会

経

 費
 増

ボ
ラ

ンティア
議
会

改 革

庄
内町

※地方制度調査会：内閣総理大臣に地方制度に関する重要事項を
　　　　　　　　調査審議し、助言する内閣府の付属機関。

け  

ね
ん

し
ん  

し

に
な

い
つ
だ
つ

せ
っ
そ
く
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第
28
回
「
町
村
議
会
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
お
い
て
本
町
議
会
広
報
№
35
が
、
昨
年
の
最

優
秀
賞
に
続
き
優
秀
賞
（
全
国
四
位
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
順
位
は
落
と
し
た
も
の
の
全
国
四

位
受
賞
に
、
議
会
広
報
委
員
長
は
「
こ
れ
で
、

昨
年
の
全
国
一
位
が
ま
ぐ
れ
で
は
な
か
っ
た
こ

と
が
証
明
で
き
た
。
ホ
ッ
と
し
た
」
と
の
感
想

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
一
丸
と
な
っ
た
総
合
力
と

本
県
の
著
名
な
作
家
で
あ
る
井
上
ひ
さ
し
氏
の

提
唱
し
た
「
難
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
、
や
さ

し
い
こ
と
を
深
く
、
深
い
こ
と
を
愉
快
に
、
愉

快
な
こ
と
を
真
面
目
に
書
く
」　  

井
上
ひ
さ
し

を
広
報
作
成
の
唯
一
無
二
の
憲
法
と
し
て
編
集

し
て
ま
い
り
ま
す
。

表彰今回は優秀賞優秀賞優秀賞

　

平
成
26
年
２
月
17
日
に
日
下
部
勇
一
議
員
と
工
藤
範
子

議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
全
国
一
位
は

　
　
　

ま
ぐ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
！

昨
年
の
全
国
一
位
は

　
　
　

ま
ぐ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
！

昨
年
の
全
国
一
位
は

　
　
　

ま
ぐ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
！ 表紙がナイスショット、分かりやすい、

議会としての勢いを感じるとの評価を
受けた。　№35

連続受賞に思わずニンマリ

　

昭
和
49
年
に
初
当
選
し

11
期
39
年
に
わ
た
り
議
会

議
員
を
務
め
ま
し
た
。

日
下
部
議
員
は
、「
年
間

130
件
に
お
よ
ぶ
町
民
か
ら

の
相
談
事
に
取
り
組
み
、

そ
の
７
割
を
解
決
。
毎
年
、

町
に
要
望
書
を
提
出
し
、

文
書
で
回
答
を
も
ら
い
、

町
民
に
〝
民
報
〞
で
知
ら

せ
て
き
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
地
元
槇

島
、
後
援
会
、
支
持
者
、
党

員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。

心
か
ら
感
謝
し
た
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

在
職
39
年
表
彰

　
　
　
　

日
下
部　

勇
一

　

平
成
14
年
に
初
当
選
し

４
期
13
年
に
わ
た
り
議
会

議
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

工
藤
議
員
は
、「
夜
討
ち
、

朝
駆
け
、
徹
底
し
た
現
場

主
義
で
議
員
活
動
を
し
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
さ
さ
い
な

こ
ぼ
れ
話
の
な
か
に
こ
そ

町
を
良
く
す
る
ヒ
ン
ト
が

あ
る
と
信
じ
頑
張
り
ま

す
」
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

在
職
11
年
表
彰

　
　
　
　

  

工
藤　

範
子

ま
ぎ

し
ま

こんにちは庄内町議会です31

　議会広報モニターを引き受けて、早いもので一
年がたちました。
　特色としては、通常のモニターと少し違い、発
行前の校正時に、専門用語等、分かりにくい表記
になっていないか、要約した内容が誤解を招かな
いか等を教えてほしいということでした。よって
議会質問の内容の問題は、議員さん個々の個性と
してとらえ指摘せず「あれあれ、これって分かり
にくいんだけど、どうなの？」という指摘に留め
ています。

○今は、新年度予算のシーズンで、町広報でも特
集されています。前年度の議会広報では特別会計
が省かれており「町民としては知りたい。特別会
計のことも教えて」と要望したところ昨年はスペー
ス的に無理ということで、今回分かりやすく取り
上げていただきました。（４ページに記載）町広報
と合わせて読むとお互い補完し合い、理解度が深
まります。
　今回の議会広報でおもしろく分かりやすいな、
と思ったのは常任委員会の三段階評価と議会解体
親書です。
○聞くところによりますと、常任委員会の提案は
議会の総意であり、町としても重く受け止めてい
るとのことで、議員個人の一般質問とは別に、あ
る意味熟成されたやり取りを、わかりやすく伝え
ているように感じられます。（25～27ページに記載）

○解体親書（わかりたいしんしょ）は、新聞でも
取り上げられた議員報酬アップを巡るなかで出て
きた夜間議会のありかたを、専門家の意見を交え
て、分かりやすいながらも中身は深く、住みよい
町づくりのありかたの今後の議論につながってい
きそうです。特に掲載されるイラスト（マンガ）
が「いい得て妙」伝わります。（28～29ページに記載）
○3ページの支出の円グラフの人件費、議員報酬増
額の議論があったのだから議員報酬の構成比率を
明示してみてはいかがでしょうか。

（予算の円グラフに議員報酬を追加記載）
○19ページの学校給食についての一般質問ですが
給食の検食で「タラの風味がいつもと違う」とあり
ますが、誰が、どのように試食しているのか、知
りたいと思いました。

（19ページ欄外へ用語解説を記載）
○22ページ保育園の民営化の一般質問ですが「保育
に欠ける」は業界用語？と思うのは私だけではな
いと思います。   （22ページ欄外へ用語解説を記載）

　これまで町民目線という、ある種、甘えの衣を
まといモニターを引き受けてまいりましたが、お
かげさまで少し知恵が付き、次の方に任務を譲ろ
うと思います。
　微力ながら、これまでのアドバイスが読みやす
い広報作りの一助になれたなら幸いです。

　議会広報モニターの阿部利勝さんのアドバイス
は、我々広報委員にとって、まさに目からウロコが
落ちる効果がありました。これまで、細部の指摘以
外にも「批判的内容を伝えるときこそ、相手を思い
やる余裕を持たせた書き方にすることで、より読者

の理解が得られる」との助言をいただきました。こ
れまでいただいたアドバイスが「こんにちは庄内町
議会です」の内容に厚みを与えていただきました。
心から感謝いたします。
　　　　　　　　　議会広報常任委員会委員一同

庄内町議会広報モニター庄内町議会広報モニター庄内町議会広報モニター 阿部 利阿部 利勝（写真中央）（写真中央）阿部 利勝（写真中央）
とし　 かつとし　 かつとし　 かつ

え みょう


